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三越の経営理念 

三越の経営理念は「社会貢献と企業の繁栄」､
「伝統を越える革新性」、「まごころと創意
工夫」の3本柱です。 
これは、社会への貢献なくしては企業の繁栄
はありえないという強い信念、常に時代を先
取りし新鮮な提案を続けるチャレンジ力、誠
心誠意お客様のために、日々工夫と改善を積
み重ねる努力を続ける精神をあらわしています。 

お客様への貢献 

百貨店の最大の資産は、お客様との接点をもっ
ていることです。三越はお客様との直接的なふ
れあいを通じて、日々の暮らしの中で環境を守
っていく方法や考え方を、共有していくことが
最も大切だと考えています。 
そのために、三越は環境に配慮した商品のご提
案や、環境への意識を高めるイベント、環境に
少しでもやさしくできるサービス等を、積極的
に展開していきます。 

環境影響の改善 

三越はお客様に快適な店舗環境を提供するため、 
電力やガス等のエネルギーや水資源を使用し
ています。包装紙や紙袋等の紙資源も、利用
しています。一方で廃棄物や排水、排気ガス
なども排出しています。 
こうした店舗を維持するために不可欠な要素が、
環境に与える影響を少しでも改善することは、
社会市民の一員として必須事項です。 
改善活動は、お客様にご理解とご支援をいた
だきながら、進めていきます。 

環境経営の推進 

お客様への貢献や、店舗の環境影響の改善は、継続
的に取り組む活動です。こうした活動を進めていく
上で重要なのは、人であり、そのやり方です。 
三越は環境取り組み活動を経営システムの一環とし
てとらえた環境経営を目指しています。環境取り組
みの基本として､2004年5月環境マネジメントシ
ステム（ ISO14001）を全社で認証取得しました。
今後は、ISO14001が目指す継続的改善取り組み
の精神で、環境改善取り組みの成果をあげるように
推進していきます。 
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16,197 
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 株式会社　三　越　 
1673年（延宝元年） 
2003年（平成15年）9月1日 
 ※旧株式会社三越は1904年（明治37年）12月6日設立 
374億406万円 
542,347ｍ2（国内店舗のみ） 

単体8,206人 （男性4,410名　女性3,796名） 
　　　　　　　　　　　　　　　（2004年2月29日現在） 
当期は新設合併（2003年9月1日）による6ヶ月の
変則決算となります。 

会社概要 
社 　 　 名  
創 　 　 業  
会 社 設 立  
 
資 本 金  
販 売 面 積  
従業員人数 
 
連結売上高 

◇ 
◇ 
◇ 
 
◇ 
◇ 
◇ 
 
◇ 
 

売 上 高  
営業利益  
経常利益  
当期純利益 

レポート概要 

対象期間　2003年度（2003年3月～2004年2月） 
　　　       　一部活動報告については2004年8月までのものを含んでいます。 

対象範囲　三越本支店 
　　　　　 　 一部専門館店舗のデータを含んでいます。 
発　   行　2004年9月 
次回発行　2005年9月予定 

お客様　お取組先　株主　行政　地域社会 等 
社　　　　　会 

働きかけ 支 持 
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環境ビジョン

新･三越は 新たな環境取り組みの歴史を
刻んでまいります。
1904年の「デパートメントストア宣言」から100年。

2004年は「新･三越」としても､新たな歴史をスタートしました。

21世紀は環境の世紀。三越は環境取り組みにおいても、

お客様とともに持続可能な社会を築く努力を続けてまいります。
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が環境経営、つまり『マネジメント力』です。全員が高い目標

にチャレンジし、それを達成するためには、強いマネジメント

力が不可欠となります。

この３つの柱を関連させ、お客様のご協力もいただきながら、

継続的な環境改善活動に積極的に取り組んでいます。

全員参加とスピードアップで活動成果を
三越では、こうした環境改善への取り組みについて、従業

員全員がその重要性を理解し、参加することを求めていま

す。販売業務、後方業務、設備管理業務等、それぞれに

携わっている全ての従業員が何らかの形でお客様との接点

を持っており、その中で何ができるのか、全員参加を単なる

合言葉に終わらせず、一人一人が日々の業務において取り

組みを行っています。

全員参加と同時に重要なことは、スピードアップです。環境

改善への取り組みは着実でなければならないと共に、スピ

ードをもって進化できる体制作りが必要です。この両面から

活動成果を目に見える形にしていきたいと考えています。

お客様の期待にお応えできる
環境取り組みを目指して
三越は今年株式会社設立１００年を迎えることができました。

これもひとえに三越をご支援いただいているお客様の支え

があってのことです。この１００年という重み、今後の１００年に

向けたお客様の三越に対する期待を全員がしっかりと受け

止め、よりハイタッチなサービスを実践できるよう、全員で意

を新たにしております。

環境への取り組みについても同様のことが言えます。三越

も決して後発ではありませんが、実際の活動内容について

は、まだまだ緒についたばかりです。

百貨店の使命を再認識し、「環境の三越」としてもお客様の

期待に、一歩進んだ形で応えていくことが次の１００年に向

けての大きな課題であろうと認識しております。

まだまだ発展途上ですが、一人でも多くのお客様に働きか

けを行うことで、環境への負荷の少ない社会の実現に少し

でも貢献できる経営を目指していきたいと考えております。

この小冊子で我々の考え方や取り組みへのご理解をいた

だき、皆様方の忌憚のないご意見を頂戴できれば幸いです。

２００４年９月

百貨店が担う使命
現在、百貨店を取り巻く社会環境は大きく変化してきました。

モノのない時代からモノ余りの時代を経て、心に訴える高い

付加価値を求める「感動」の時代へと変ってきています。

また、ＩＴ化がもたらす波は、国境や言葉といった「壁」を取

り払って､真の意味でのグローバルな社会をもたらしていま

す。こうした変革の中にあって、人々は一方で、「やすらぎ」

や「癒し」という人と人との触れ合い、つまり、ハイタッチ性を

強く求めるようにもなりました。

このような高付加価値、ハイタッチ性の具現化は、お客様に

直接働きかけができるという特性を持ち、その時代が求める

ものを一歩先取りして「提案」するという、百貨店が本来担っ

ている使命そのものであり、もう一段高いレベルでその力を

発揮することが求められる時代が到来したといえるのではな

いでしょうか。

百貨店だからこそできる
環境への取り組み
社会環境の変化と共に、地球環境も激変してきました。

環境に対する意識が高まっている中、企業も社会的責任を

果たす上で、環境への取り組み無しには、その存続も考え

られない時代になってきました。

三越も早くから環境改善活動に取り組んできましたが、これ

を企業経営の中に組み入れ、全従業員が自らの業務の一

環として推進していけるよう、２００３年の日本橋三越に続き、

２００４年５月には、全社で環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）

を取得しました。

この環境マネジメントシステムと百貨店本来の使命を融合さ

せ、ご利用いただくお客様との接点で、商品やライフスタイル提

案を行い、日々の暮らしにおける環境改善の方法や考え方

について共有化するという、取り組みを行っています。

三越の環境への取り組み
具体的には、大きく３つの柱を掲げています。一つは環境配

慮商品の提供や、環境配慮イベント、サービスの実施など、

お客様と共に進めていく環境負荷軽減の提案です。これに

は『アイデア力』が不可欠です。三越の提案をいかにお客様

に共感いただくか、その結果として環境改善の環をどう広げ

ていくかについて様 な々工夫を凝らしています。

店舗の省エネルギーや廃棄物削減等、我々自身の環境負

荷を軽減していく環境影響の改善が二つ目です。これらの

活動において具体的な結果を出していくためには『システム

力』が必要です。テーマを決めて着実に改善を進めていくこ

とが重要になります。最後にこうした取り組みを支えていくの

環 境 方 針

高質百貨店を目指す三越は、環境問題への取り組みを

企業存続の必須条件と捉え、自主的、積極的に行動し、

環境と暮らしのハーモニゼーションを探求します。

１．三越における事業活動が環境に与える影響を認

識、評価し、適切な環境保全活動の推進に努め

ます。環境に優しい企業として、省エネルギー推

進や省資源化及び廃棄物削減やリサイクル推進に

積極的に取り組み、環境汚染の予防に努めてま

いります。

２．お客様への環境にやさしい商品やサービスの提

案、及び環境イベントの開催を通じて、毎日の生活

に密着した豊かな暮らしの提案をします。

３．地域社会との交流、環境に関する情報公開、外

部機関などを通じて環境活動を推進するとともに

法規制を守り、自主基準を遵守してまいります。

４．社内教育、啓蒙活動に積極的に取り組み、全店

で環境マネジメントシステムを構築・推進し、継続的

向上に努めてまいります。

5. 三越グループ各社と連携を図り、グループ全体で

環境保全の効果向上を図ります。

2003年9月1日制定

この環境方針を全従業員に周知し、意識の向上を

図るとともに、社外にも広く公開し、情報提供に努め

てまいります。

株式会社 三　越

代表取締役社長　

これからの100年に向けて

3



『
適
正
包
装
の
推
進
』、 

『
環
境
に
配
慮
し
た
商
品
の
販
売
と
開
発
』、『
廃
棄
物
削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
』、 

『
省
エ
ネ
・
省
資
源
の
推
進
』な
ど
な
ど
。 

三
越
で
は
、毎
日
の
営
業
活
動
を
通
じ
、 

全
社
員
が
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

や
さ
し
い
っ
て
、い
い
ね
。 

―
地
球
へ
の
や
さ
し
さ
は
、人
へ
の
思
い
や
り
。
― 

三越は環境保全のため、簡易包装とさせていただいております。 

毎日、エコの日。 
Everyday Ecology 

エコファント 

売場環境における配慮 

・省エネルギー空調管理 ……P17 
・省エネルギータイプの 
　　　　　　　  照明器具導入…P18 
・トイレ･厨房施設への 
　　　　　  節水装置導入……P19

包装等への配慮 

・グリーン購入推進………………… P20 
・CRSパッケージ導入…………… P14 
・包装資材への再生紙使用………… P14 
・三越マイバッグキャンペーン推進…  P13 
 

商品提供後の配慮 
・廃棄物の分別処理・リサイクル推進… P22

商品納入時の配慮 

・調達物流集約化 ……………P35 
・ハンガー納品 ………………P22 
・SCMの取り組みによる 
　 伝票レス化…………………P20 
・通い箱（オリコン）納品 ……P22

商品提供時の配慮 

・POS改良による伝票レス化 
 ………………………………………P20 
・ギフトシステム受注による伝票の削減 
 ………………………………………P20

環境マネジメントシステム（ISO14001） 
の認証取得 ………………………P31

適正包装への配慮 

・グリーンテープ使用 ……… P14 
・三越エコスタンダード・ 
　包装編～15原則～実践 ……… P14

商品・ライフスタイル･サービスの 
提案における配慮 
 
・エコファント商品の提案 
  （三越独自基準の環境配慮商品） …… P7 
・その他環境配慮商品の提案 ………… P9 
・ライフスタイルの提案 ……………… P11 
・サービスの提案 ……………………… P13

従業員の取り組み 

・環境教育 ………………………… P32 
・事務用紙･事務用品削減 ………… P20 
・営業時間内･営業時間外の 
　　電力消費削減 ……………… P17 
・従業員施設の節水………………… P19 
・産業廃棄物の削減･分別廃棄…… P22 
 

宣伝物における配慮 

・各種印刷物の制作 ……… P14 
・宣伝ツールの制作 ……… P14

環境ポスター（適正包装編） （イメージ―実物はP15に掲載） 

環境経営の推進 

「エコファント」は三越が環境
と暮らしのハーモニゼーション
を考えるエコキャラクターとし
て1992年に誕生しました。ア
フリカ象をモチーフにしたも
ので､胸の「e」マーク､鼻の「e」
サインはエコロジー､earth（地
球）の「e」を表しています。 

エコファント 

「環境にやさしい企業 
であり続けるために。」 
三越は国際環境規格［ISO14001 
（環境マネジメントシステム）］を認証 
取得しています。 
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ENVIRONMENTAL REPORT 2004 商品販売を通した環境への配慮
日々の営業活動の中で様々な環境への取り組みを行っています。環境に配慮した商品の販売や
お買物いただいた商品の包装への配慮､省エネルギーや省資源についても様々な工夫をしています。
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へ
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エコファント商品（一例）
●無染色カシミヤ「紳士・婦人ニット」
厳しい検査基準をクリアした良質なテキスタイル商品にだけ許

される、国際認証ラベル「エコテックス規格100」を取得した素

材を使用。ナチュラルカラーが魅力のやわらかで、滑らかな着

心地です。

●テラヴェルテ「タオル」
生地も、縫製糸も、刺繍糸も、３年以上化学肥料や農薬を使っ

ていない畑で栽培されたオーガニックコットンを使用し、

IFOAM（国際有機農業運動連盟）が認可したオーガニック認

証機関によって認定を得ています。

●JAS有機栽培「梅干」
有機栽培された大粒の梅を、岩塩のみを使って昔ながらの製法

で仕上げました。３年熟成ならではのまろやかな味わいです。

7
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て
い
き
ま
す
。 環境に配慮した商品については、２００３年度から、三越独自の「環境配慮商品基準」を設定し、

その基準をクリアした商品を「エコファント商品（三越の環境配慮商品）」として認定する仕組
みを導入しました。２００４年５月までにファッションからフードまで５０企画の商品が認定されています。

企 画 開 発 認 定 プロモーション 販 売 

これからは「エコ」だ！
今年は三越にとって「デパートメントストア宣言」から１００年と

いう節目の年。婦人服＜素敵生活＞松 浩一郎バイヤーの中

で――これからの１００年を考え新しい切り口の売場をつくれな

いか！？――その熱い思いが少しずつ形となっていく。

１９９９年５月、池袋店７階に「安心価格で気軽におしゃれ」を

テーマに＜素敵生活＞が誕生。「安心」「親切」「快適」をコンセ

プトに展開してきた｡２００３年の春、松 は長年携わってきた銀

座店･子供服売場を離れ､営業本部（現商品本部）婦人服＜素

敵生活＞のバイヤーとなり、その活性化が託された。今まで

婦人服の経験もないところからの出発だった彼は、まず、お客

様からの「声」に耳を傾けるところからスタートしたが､折しも営

業本部がＩＳＯ１４００１の取り組みの中でエコファント商品認定会

をスタートしたばかりだったことから、彼の頭に「やさしい」「エ

コ」というキーワードが具現化できないかという思いが醸成され

ていく。

「エコは売れない」ではなく「エコを売る」
「やさしい」「エコ」という新しい切り口を加えた売場立

ち上げのために、お取組先との商談、企画書づくり、現場ヒア

リングを行い､キーワードを具体化するために素材を探し、素

材にふれ、サンプルを依頼し、あがってきたものを確認する―

―ことを繰り返す。特に「エコ」を打ち出すために「どういう点が

環境に配慮されているか」という公的な製品データを揃え、品

質表示についても一字一句品質管理担当とのやり取りに多く

の時間を費やした。「エコ」であるだけでなく「安全・安心な商

品」でなければならない、妥協は許されない。めまぐるしく時間

が過ぎた。

２００３年９月、＜素敵生活＞に松 の自信作、８月のエコファ

ント商品認定会で認定されたばかりの商品が並ぶ。何度もや

り直しをかけた商品、売れて欲しかった。が、結果は惨敗。

素材については自信があったが、「何が売れない原因なのか？」

松 は再度スタート地点に立ち返り、お客様からの声、現場

ヒアリングを繰り返す。やがてその中から、いくつかの問題点

が見えてくる。問題は今までの環境配慮商品の「値段が高い」

「地味」といったイメージ。それを壊すために、品質を落とさず

に価格を見直し、カラーやデザインにこだわり、プレゼンテーシ

ョン、商品販売計画、媒体による訴求計画を組み立てる。そし

て今回は、アパレル単品だけの取り組みだけでなく､環境に配

慮した雑貨との組合せでみせていくことにトライする。

新しい売場の誕生
２００４年３月池袋店＜素敵生活＞。いよいよ試行錯誤した末

の売場が立ち上がる。緊張した思いで松 は開店を待つ。

「やさしい」「エコ」をキーワードに、新たに「着心地」「機能性」

といった手触りの良い素材、キレイなカラー、時代のデザイン、

等を取り込んだ商品が並ぶ。宣伝もハガキやハウスカードのＰ

Ｒ誌を使い、工夫を凝らした…。結果は？…開店まもなくショッ

プは次第にお客様で賑わい始めた。

それから2ヶ月後のゴールデンウィーク。松 の思いがまた一

つの形となる。日本環境協会とのイベント。日本野鳥の会の会

長にも就任されたばかりの俳優「柳生 博さん」を売場に迎え、

三越の環境への取り組み姿勢のＰＲと、日本環境協会のすす

める『エコマーク』を切り口に､トークショーが開催された。冒頭

に松 もステージに立ち､自ら力を注いだ商品をＰＲ。「『エコ』

は売れない、のではなく、なぜ売れないかを考える」松 の言

葉には力がある。彼の挑戦はまだまだ続く。

2003年3月から店舗におけるエコファント商品の取り組

みはスタートしましたが、2004年4月から通信販売にお

いても同様の取り組みが始まりました。通信販売では

11企画が認定を受け、取り組みの輪は更に広がってき

ています。

エコファント（三越環境配慮）商品
認定の仕組み
環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）への取り組みを

契機に、企業として、より責任を明確にしていくために、

従来からの環境配慮商品を見直し、独自の「環境配慮

商品基準」を設定､その基準をクリアした商品を「エコ

ファント商品（三越の環境配慮商品）」として認定して

います。認定基準は①資源を有効活用している ②

環境への負荷が少ない ③人にやさしく、健康に配

慮している――など三越が独自に設定した基準で

す。認定から販売までの流れは次の通りです。

・企　画――ノミネート基準に基づきあらゆる角度から
バイヤーが商品を選品又は企画。

・開　発――お取組先との商品開発。必要なデータを揃
えていく。

・認　定――各部門代表者による検討会議に諮られ、最
終、商品本部長より認定される。

テラヴェルテ
フェイスタオルセット

JAS有機栽培
三年熟成吉野梅干

お
客
様
へ
の
貢
献

●エコファント商品販売までの流れ
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三越独自の「基準」をクリアし､「環境配
慮商品」として認定した商品について､
2003年より三越の環境保全キャラクター
の「エコファント」の名前を冠し､「エコフ
ァント商品」としてお客様にご提案するこ
とと致しました。

エコファント商品とは

・プロモーション――商品の販売計画、媒体やＶＭＤ計
画、商品についての教育実施。

・販　売――売場で販売開始。

2004年春､婦人服「素敵生活」ショップに「エコ」をキーワードにしたコーナーを立ち上げた､
商品本部ファッション商品部婦人マチュア担当

無染色カシミヤ婦人ニット

バイヤーの挑戦バイヤーの挑戦 ～婦人服「素敵生活」ショップの
「エコ」をキーワードにしたコーナーの誕生～
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羽毛ふとんリサイクル＆リフレッシュ

羽毛ふとんは長年使用するうちに体から発汗する塩分や、

脂肪、アンモニア、空気中のゴミなどによって羽毛が硬化し

嵩高性をなくし、羽毛の特性や機能が低下してしまいま

す。この羽毛ふとんをリサイクル＆リフレッシュするこ

とにより心地良い眠りを再び味わえるという企画を、２００４

年６月より１０店舗で展開しました。下記の工程で、ご注文

いただいた羽毛ふとんを１枚ずつ解体し丁寧に購入時と

同じような状態に仕上げていきます。１ヶ月間の受注件数

は111件とお客様からもご好評いただきました。

ＦＳＣ・ＦＳＣ認証とは

ＦＳＣとは不法伐採による森林破壊が深刻化している中で、

無秩序な伐採を食い止め、森林を適正に管理して永続的

に保持していくことを目的に、1993年に設立された「森林管

理協議会」の略称で、ＦＳＣ認証とは、独立した第三者機関

が森林管理をある基準に照らし合わせてそれを満たして

いるかどうかを評価・認証していくことをいいます。

ＦＳＣ認証を受けた森林から産出された木材・木材製品には

ＦＳＣ認証マークがつけられます。この認証商品が広く消費

者に流通することが、森林保護につながることにもなります。

業界では初めてＦＳＣ認証商品を展開

日本橋本店では、業界で初めて、２００２年「生活工房」にて、

ＦＳＣ認証商品の取扱いをスタートしました。ひのきダスト

ボックス･ひのきペーパーウェイト･ペッパーミルやひ

のきの箸などを展開しています。

２００４年度中元では、「三越エコファント商品」としても認定

し、ギフトカタログにも掲載、広くＰＲしました。

9

エコロジーファッションフェア
＜ＥＣＯＭＡＣＯ×ｇｅnｔｅｎ＞

2004年3月､日本橋本店でエコロジーをテーマにしたファッシ

ョンブランド「エコマコ」と「ゲンテン」の合同フェアを開催しま

した。２つのブランドに共通して流れる哲学は「地球環境を

守ること」。自然循環型繊維（トウモロコシのデンプンから生

まれた繊維＝ポリ乳酸繊維）や４大天然繊維（絹、綿、麻、

ウール）を中心に、新たなウェアの世界を提案する＜ＥＣＯＭ

ＡＣＯ＞。「エコロジー」「ヘルシー」「フリー」をキーワードとし

たブランドコンセプトは『自然のエネルギーを身にまとう』。原

料･染料･デザインにこだわった長野県在住のデザイナー岡

正子氏とのコラボレーションによるウェアの新ブランド。

1999年に立ち上がり国内に32店舗を構える＜ｇｅnｔｅｎ＞

は､アイテムの主軸であるバッグの素材、製法､デザインにい

たるまで環境に配慮された商品

を展開。

今回、ファッションショーの実施を

通して、ファッションと地球環境の

融合を追及した。

東レ・三越　やさしいフェア

2004年春、全国18店舗の三越で「東レ・三越　やさしいフ

ェア」を開催しました。今回は従来の取り組みを更に発展

させ、素材【東レ】――アパレル【お取組先】――販売【三越】

のコラボレーションが実現。人に、環境に“やさしい”素材と

して注目されている竹の繊維――「爽竹」を使った商品をは

じめ、感触、着心地にこだわった素材を使用した商品を展

開しました。宣伝物やＶＭＤにおいても統一感を打ち出しま

した。今後も三者協働による継続的な取り組みが計画され

ています。

法人外商本部

建装営業部と設計部では、有害物質や不快な臭気を吸収

する内装建材や、天然木材の代替品になる木目調の強化

印刷紙など、人と地球に配慮した製品を設計施工物件に

取り入れてお客様に提案しています。

営業開発部においては、環境に配慮した商品を提案し

ています。実際に採用された商品などを法人外商本部

の商談室前に陳列し、ご来社の方々にもご覧いただけ

るようにしています。

解 体 計 量 
洗浄 
除塵 
乾燥 

たし羽毛 縫 製 

エコロジーファッションフェア
ハガキ

日本橋本店　生活雑貨 ＦＳＣコーナー

事例1 通信販売事業本部
三越の環境への取り組み姿勢に不整合のないよう、通信販売事業本部では、これまでに
も商品の納品からお届けに至るまで様々な環境配慮への取り組みを行ってきています。
特に環境に配慮した商品への取り組みについては、「三越環境配慮商品基準」に照らし
合わせ、２００４年４月にエコファント商品認定会を開催､商品本部長による認定を受け、カタ
ログでの展開を始めました。

事例2 全店
2004年5月､全店の食品・パンの「ジョアン」では２１周年の誕生祭にあわせ、「安心・安全」
をテーマに新鮮野菜とパンのコラボレーションを実現しました。野菜不足の現代人に手軽
に、美味しく野菜をとっていただきたいという思いから､今回の企画では、生産者の顔が見
える野菜を使った商品を展開しました。

各店取り組み事例

Sage
初夏号

倉敷店ジョアン
パンフレット

お
客
様
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有害物質を吸収する壁

ノントルエン･ノンキシレン
塗料の木目調強化印刷紙

実際に採用された物件

ENVIRONMENTAL REPORT 2004 環境に配慮した商品提案

三越ではエコファント商品（三越環境配慮商品）への取り組みを進める中、
お取り組み先さまとのコラボレーションにより、様 な々形で、環境配慮商品の提案、販売を行っています。

三越カード会報誌
ル･クラブ三越100年祭＜春＞

エコロジーファッションフェア

FSC認証マーク

環境配慮商品の陳列
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毎日の生活の中でできることもある。

「エコマーク」をご存知ですか？

日常生活の中で使う商品を環境に配慮したものにする、その

目印としての「エコマーク」。環境配慮に踏み出す第一歩は

「エコマーク商品」の購入と熱く語っていただいたのは俳優で

日本野鳥の会会長でもある柳生博さん。自らも八ヶ岳の南麓

に住み、自然のすばらしさを実感なさっている柳生さんならで

はの語り口に約100名近くのトークショー参加者も聞き入ってお

られました。このイベントは、池袋店「素敵生活ショップ」（エコ

商品コーナーも展開）５周年を記念して『森と暮らす、森に学ぶ』

をテーマに開催しました。

11

はじめよう、家族と自然にやさしい暮らし

２００４年７月「はじめよう、家族と自然にやさしい暮らし」をキ

ーワードにしたエコ・ライフマガジン『ecomom～エコマム』が

日経ＢＰ社より発刊されました。

この発刊を記念して、日本橋本店でイベントを開催しました。

会場では、雑誌にも登場した女優の中嶋朋子さんに自然や

家族に対する想いや夏休みに親子で読めるおすすめ書籍

の紹介、そして暮らしの中のエコロジーについて語っていた

だきました。トークショーの後は、自然の流木と紙粘土を使

った「夏休み親子工作教室」も開催し、参加いただいたお

客様には、自然の美しさや大切さを肌で感じていただきまし

た。

こんな日には苗木を植えよう

地球環境平和財団＆国連環境計画「地球の森プロジェクト」

推進委員長の田中章義さんをコーディネイターに、自然環境

のすばらしさを訴え続け、また自らも様々な活動に取り組ん

でいらっしゃるお仲間であるミュージシャンの白井貴子さん、

俳優の赤井英和さんをお招きして日本橋本店で2004年６月

「マンデー緑のトークショー」を開催しました。

白井さんには「最初の一歩を踏み出すこと」、赤井さんには

「今度はどこに植林しにいこうかな」をキーワードに自然の

大切さ、それを守るために我々に何ができるかについて語

っていただきました。

人間と自然が
折り合いをつけて共存するために

私たちにとってあまりに身近で、その価値を忘れがちなお米。

そして、お米を作る水田の環境保全などに果す大きな役割

を担う棚田。この棚田の景観の美しさと多面的な機能に注

目し、保護、維持しようという趣旨のもとに日本橋本店で

1999年に開催された「棚田パノラマ体験展」を、「国際コメ

年」である2004年８月に再び､「アジアの原風景棚田体験展」

として開催しました。

景観の美しさだけでな

く、洪水や土砂崩れに

も力を発揮する地球環

境にもやさしい棚田の

魅力を楽しく展覧。会

場は夏休みのご家族づ

れで賑わいました。

「ecomom(エコマム)」

は自然にやさしく、家族

にやさしい暮らしを作り

出す女性のための新しい

形のエコライフ・マガジ

ンです。

エコマークとは
消費者に対して、購入を勧めることが環境
に良いと認められた製品に対し、第三者
機関が付与した環境ラベル。

エコマーク認定の基準
生産から廃棄まで、製品のライフサイクル
を通した環境負荷を考えて基準を策定。

どんな商品についている
2004年3月末現在、認定商品数5,646点。紙製品、衣服からパソ
コン、家具まで多岐に亘る。

資料提供：財団法人 日本環境協会

100万人のキャンドルナイト

―『CO2削減・百万人の環』キャンペーン

ＮＰＯが提唱する「１００万人のキャンドルナイト」に連携して、

環境省主催の『CO2削減・百万人の環』キャンペーンが６月

１９日（土）～２１日（月）の３日間実施されました。特に、２０日

（日）は午後８時からの２時間、一斉に電気を消し､灯りを落

とした部屋で､スローな時間を過ごそうという「ライトダウン・

2004 －ブラックイルミネーション－」への協力が呼びかけら

れ、当社でも一部店舗を除き、ほとんどの店舗がこれに協

力しました。

100万人のキャンドルナイト／『CO2削減・百万人の環』キャンペーン

ENVIRONMENTAL REPORT 2004 環境に配慮したライフスタイル提案

撮影／永田博義

エコマーク

「マンデー緑のトークショー」 樹を植える赤井英和さん。

池袋店素敵生活ショップ「エココーナー」
池袋店トークショー 柳生 博さんが移植したヤブデマリ

「ecomom～エコマム」発刊記念イベント。中嶋朋子さんトークショー　

夏休み親子工作教室

自然にやさしく、そして人にもやさしい暮らし。
そんなライフスタイルを外部団体のご協力も得ながら、様 な々切り口でご提案する取り組みを行っています。

“ecomom”とは“ecology（環境）”“common（共有）”

“mom（ママ）”の3つの意味をかけ合わせた誌名タイトル。

ママと一緒にエコロジーを考えたライフスタイルを共有し

ようというメッセージが込められています。

資料提供：日経BP社



解体しやすいギフトBOXの導入

２００３年、歳暮ギフト時より、食品関連会社である二幸取扱

いの売上ランキング３位の３品目を含む、８品目のギフトＢＯＸ

に「簡単に折りたためて、資源ごみとして廃棄が容易にでき

る」ＢＯＸを採用しました。素材としては､リサイクルされたコ

ートボール・ＥＦ段ボールを使用し、ＢＯＸに切り込みや折り目

を入れることで大きな力をかけずにタブロイド版の大きさに

折りたたむことができるため、分別しやすく、リサイクル回収

の促進につながります。今後は対象品目を徐々に増やし、

構成比を高めていく計画です。

環境に配慮したカタログづくり

通信販売事業本部で発行するカタログは古紙配合率５０～

１００％の再生紙を使用、印刷も

大豆油インキを使用しています。

また年７回発刊する「三越カタロ

グ」では表紙の印刷に「エコマー

ク」認定のニスを使い環境に配

慮しています。

概要
商 品 名：「三越バッグ」
販売開始：1999年12月14日

サイズ・色：レギュラー　幅34cm×高さ36cm
（ブラック・ネイビー・ミルクティーの3色）
ミディアム　幅42cm×高さ31cm
（ネイビー・アクアブルー・ミルクティー･ライトグリーンの4色）
コンパクト収納タイプ＊バッグ：幅40cm×高さ40cm＊別袋：幅20cm×高さ15cm（カシ
ス･マロンの2色）

素　　材：ナイロン､手紐部分/ポリプロピレン
価　　格：501円（税込）
交換商品：三越バッグ レギュラー（グリーン）・ミニ（ブラック・ミルクティー）・ビニール袋ストッカー

（ベージュ･モスグリーン）
販売店舗：三越グループ全店（小型売店を含む）及び沖縄三越

14

環境に配慮した包装・容器

三越では、1994年から適正包装を開始し､過剰な包装

の削減､包装資材の改良・減量化に継続的に取り組ん

でいます。

（主要な取り組み）
１９９４年　簡易包装及びグリーンテープ導入
１９９５年　おせち料理箱を発泡スチロールからＣＲＳパッケージへ変更
１９９７年　包装紙へ「エコマーク」・再生紙配合率を表記
１９９９年 「三越エコスタンダード･包装編～１５原則～」の制定及び教育

三越バッグ販売及びマイバッグキャンペーン開始
２００２年　呉服箱・帽子箱の仕様変更による減量化

短冊のし紙質変更による軽量化
包装紙「エコマーク」認定の自社取得

13

三越バッグ

1999年12月14日の販売開始より「ゴミをふやさないショッピン

グ」として三越バッグを提案してきました。また、あわせてお

買い上げになられたお客様に三越バッグを利用した「三越

マイバッグキャンペーン」への参加を呼びかけています。２００３

年１２月で４周年を迎え､その間、色やサイズの追加をし、２００３

年９月には新しいタイプのバッグを導入しました。宣伝ポスタ

ーも「エコな、わたし」にキャッチコピーを一新し、全店で掲

出をしています。２００３年２月（２００３年度末）までの販売累計

枚数は５０３千枚となりました。＊ 環境に配慮した宣伝物と店内ツール

店内で使用しているＰＯＰやＰＯＰスタンド、バナー等の装飾

ツール、ウィンドウ、宣伝物についても、環境に配慮した素

材等を使用するよう毎年アイテムを拡大しています。

特に全店でのシーズンキャンペーン、大型催事に使用するＰ

ＯＰは、既に２００２年より大豆油インキを使用してきましたが、

２００３年より一部に古紙配合率100％の再生紙を使用。ま

た、中元・歳暮のギフトカタログも２００３年中元より大豆油イ

ンキと古紙配合率５０％の再生紙を使用､２００４年歳暮から

は古紙配合率７０％の再生紙を使用する予定です。また、

店の顔であるウィンドウでは、従来から塩ビ素材のマーキン

グフィルムを使用してきましたが、２００４年秋より、非塩ビ材

で焼却処分してもダイオキシンや塩化

水素が発生しない素材に変更してい

くことで、環境負荷軽減の取り組みを

すすめていきます。

＊２００３年三越環境レポートにおいて、三越バッグの販売枚数を２００３年２月（２００２
年度末）現在の累計販売枚数を５８４千枚、２００３年５月末では６００千枚と報告しま
したが、その後集計数字に誤りが見つかりましたので、今環境レポートで修正数
字をご報告いたします。 2004年歳暮カタログ

非塩ビ材を使用したウィンドウのカッ
ティングシート

再生紙を使用
したＰＯＰ

グリーンテープ導入時のPOP

集計期間は毎年2月～翌年1月の期間です。 

（単位 ケース） 
400,000

350,000

200,000

100,000

0

2001年 2002年 2003年 

394,186

303,033

216,506

2004年中元時の簡易包装の表記
三越エコスタンダード・
包装編～15原則～

ＳＴＥＰ１ 

三越バッグを購入しスタート 

ＳＴＥＰ2

三越バッグの利用でスタンプを集める 

ＳＴＥＰ3

スタンプ10個でプレミアムグッズとお引き換え 

お
客
様
へ
の
貢
献

三越マイバッグキャンペーン

お買い物に三越バッグを利用いただくと、封入されているス

タンプカードにその場でスタンプを押印（５００円以上のお買

い物で１日１回限り）。スタンプ１０個でプレミアムグッズ（交換

商品）とお引き換えしています。

２００３年度の引き換え率は１１０．９％。環境省による「環境

月間」の６月と、内閣府がすすめる「環境にやさしい買い物

キャンペーン」の１０月は、「三越バッグ強化月間」としてポスタ

ーの掲示や店内放送、販売時の一声運動を実施していま

す。２００４年６月の引き換え率は１３０.７％、前年６月の１１７.５％

を大きく上回る結果となり、ＩＳＯ活動と連動して全社の意識

の高まりが、参加率の引き上げに結びついています。

ENVIRONMENTAL REPORT 2004 サービス･店頭での環境配慮

2003年12月より､新デザインのポスター（上）と
POP（左）を掲出しています。

三越バッグは「ゴミをふやさないショッピング」の提案として販売を開始し、５年目を迎えました。

＜レギュラー＞ ＜ミディアム＞

解体しやすいギフトBOXの側面には､上記の手順が表記されています。

CRSパッケージ取扱い数推移
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発刊以来８号目を迎えました。

環境レポート

１９９７年の発刊以来、今年で８号目を迎える「三越環境レポ

ート」は、今号より環境への取り組みに加え、企業活動に

伴う社会的責任への取り組みについても掲載しています。

また、従来は、ホームページで「環境レポート」のご希望者

への対応を図っておりましたが、昨年１２月には、読売新聞

の環境特集に参加し、募集の場を広げる取り組みを行い

ました。

本年は、制作部数も増加し、更に積極的にお客様への配

布も行っていきます。

15

社内ポスター・社内報を通じて、
従業員一人一人の環境意識の向上を図っています。

社内コミュニケーション

環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）導入に伴い、仕組み

の理解を深め、具体的に従業員1人1人が何をやらなけれ

ばならないかについて､全員に徹底するために、定期的な

社内報への掲載や環境教宣ポスターの掲出により、社内啓

発を行っています。

継続的な環境負荷軽減の呼び掛けを行っています。

店内ポスター

1999年から営業活動に伴う、環境負荷の軽減（適正包装や

三越マイバッグキャンペーンによる紙製ショッパー・レジ袋の削

減）を呼び掛ける環境ポスターを制作しています。2004年は

「くるくるくるリサイクル」をキャッチコピーに、様 な々営業活動

によって生じる廃棄物のリサイクル化への取り組みをお伝え

しました。今後も環境保全に対する考え方を継続的に発信

し、広くお客様にもご理解いただけるよう積極的に取り組ん

でいきます。

●1999年
エコ包装編 「包装形態」

●2000～2002年
三越バッグ編

●2003年
適正包装編「やさしいって､いいね。」

●2004年
リサイクル編「くるくるくる リサイクル」

アクセス件数は５，８００件。

ホームページ

より多くの方々に環境への取り組みをご理解いただくため

に、ホームページで「環境活動」についても公開し、最新版

の「環境レポート」「環境に配慮した商品（三越バッグ・エコ

ファント商品）」への取り組みを紹介しています。環境保全

に関心のあるお客様や学生の方、企業の方から多くの問

い合わせや「環境レポート」のご請求をいただいております。

その結果、２００３年３月～２００４年２月までの1年間のアクセス

数は５，８００件に達しました。

●ホームページ環境活動ページ

●ISO14001認証取得を目指して●毎日､エコの日

●社内報「金字塔」エコロジー繊維

1997年 1999年1998年

2004年５月三越は全店（サテライト
店舗除く）で環境マネジメントシステ
ム（ＩＳＯ１４００１）を認証取得しました。
認証取得に伴い、企業姿勢を明確に打
ち出すためにショッパー（紙製のお買
物袋）側面に企業姿勢を記載し、全店
でお客様にアピールしました。

「日本橋三越本店のご
案内」には､各階の商
品のご案内、サービス
の他､「環境保全への
取り組み」を掲載し、
お客様に環境活動への
取り組みをご紹介して
います。

環境にやさしい三越を全従業員一丸となってつくりあげていきます。

会社案内

会社案内では、「中期５ヶ年計画」、「営業戦略」、「社会貢献

活動」に加え、環境活動への取り組みとして「環境ビジョン」､

「ＩＳＯ１４００１認証取得」､「三越バッグ」､「環境に配慮した商

品の提案」､「環境レポート」の５項目をご紹介しています。

●会社案内
環境活動への取り組み

お
客
様
へ
の
貢
献

「環境にやさしい企業であり続けるために」お客様のご理解とご支援をいただき､
より環境にやさしい企業を目指します。

2000年 2002年2001年

過去の発行レポート

発行年　
1997年
1998年
1999年
2000年
2001年
2002年
2003年
2004年

発行部数
100

1,500
1,500
1,500
1,500
10,000
30,000
34,000

ページ数
20
26
34
34
38
32
38
38

●社内紙「三越タイムズ」
ＩＳＯ14001認証取得を
目指して

ENVIRONMENTAL REPORT 2004 環境コミュニケーション環境コミュニケーション

●社内ポスター

●社内報

2003年

環境活動への取り組みや、企業活動に関する情報を広くお客様に紹介し、
ご理解をいただくために、積極的に情報公開を行っています。

店内案内



総エネルギー使用量と二酸化炭素排出量

2003年度､三越本支店の総エネルギー使用状況は、総使

用量では前年比▲１.7％となり、省エネ法の努力目標値で

ある▲１％を達成しました。

また、1g･１時間当たりの使用量（原単位）で見ると、２００３

年度は１.1182ＭＪ／g･ｈとなり前年比▲２.66％と、大幅に

削減しました。

エネルギー別で見ると、ガス使用量が前年比▲9.97％、地

1817
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域冷暖房使用量が前年比▲2.89％と大きくマイナスしたこと

が、全体の削減に寄与しています。

また、今回初めて温室効果ガス等の一つである二酸化炭素

の排出結果を公表しました。結果は東京都内店の電力供

給を自由売電に切り替えた影響が大きく､総排出量前年比

11.7％増、原単位前年比10.7％増となりました。（電力も前年

同様9電力使用と仮定すると▲1.9％となります。）

三
越
は
お
客
様
へ
の
快
適
な
店
舗
環
境
提
供
と
、店
舗
に
か
か
わ
る
環
境
影
響
改
善
の
両
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
省
資
源
推
進
、
廃
棄
物
削
減
＆

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各店舗での省エネルギー取り組み

三越の各店舗は使用しているエネルギー種類や、使

用方法、設備の使用年数等、条件が異なりますので､

省エネルギー推進も独自の取り組みを行っています。

快適な空間を演出することが、三越にとっては重要な

テーマですが、同時に環境負荷の軽減も実現する必

要があります。長期的な改善計画の推進と､日々少し

ずつの改善取り組みの積み重ねを続けることで、省エ

ネルギーの実現を図っています。

新電力 
 使用分 

9電力使用分 

ガス使用分 

43,116t 
（32.86％） 

（45.18％） 

地域冷暖房使用分 
（8.45％） 

A重油使用分 
61t（0.05％） 

（13.47％） 

11,095t

17,673t

59,284t

二酸化炭素 
排出量 

131,230t

（78.03％） 
電力使用分合計 

1.2282

0.8220 0.8396 0.8032

0.4062

2001年 2002年 
※ 青字は前年比。カッコ内はエネルギー使用量の構成比。 
※「原単位」は各項目の使用量を原単位指標（総建物面積 
　 千m2×総営業時間h）で除した数値です。 

2003年 

0.3965
0.3642

（33.1％） （32.1％） 
（31.2％） 

（66.9％） 
（67.9％） 

（68.8％） 

1.2361
1.1674

電力 

ガス 

0.64％ 

▲5.56％ 

▲8.13％ 

▲4.34％ 

▲2.39％ 

2.14％ 

（単位ＭJ/m2･h） 

事例1 池袋店　照明器具

池袋店では店内照明設備の省エネルギー化を
推進しています。既設照明器具本体を残したま
ま安定器､ソケット及び40W蛍光ランプをT5蛍
光ランプに交換しています。従来の40W蛍光ラ
ンプ使用器具に比較して､従来の明るさを維持
し約35％（実際の測定結果）も電力削減が可能
になります。現在順次､事務所や倉庫､後方通
路等の交換を進めています。

事例2 新宿店 フロア照明､エスカレー
ター､空調設備

新宿店は今秋雑貨専門店として生まれ変
わるべく、大リニューアルを実施しています
が、これに合わせて省エネルギー対策も実
施しています。本年はフロア照明の省エネ
ルギー工事、エスカレーター２０基の最新型
への更新、空調設備の一部更新を実施し
ます。今後も順次設備更新を図り、省エネ
ルギービルに変身する計画です。

事例3 福岡店　地域冷暖房

福岡店は店内空調エネルギー効率化のた
め地域冷暖房を導入していますが、更に
省エネルギーを進めるために店内温度の
見直しを実施しました。空調機の温度設
定２２℃（設備温度）を、２４℃に変更すること
で、約６％前後の省エネルギーを達成して
います。

各店取り組み事例

2001年 2002年 

※青字は前年比。カッコ内はエネルギー使用量の構成比。 

2003年 

1.1538

0.9147 0.9150 0.9027

0.1708
0.1672

0.1622 0.1460

（6.3％） 

0.1665
（14.4％） 

（6.2％） 

（14.1％） （13.1％） 

0.1623（6.2％） 

（79.3％） （79.6％） （80.7％） 

1.1488 1.1182

電力 

ガス 

地域 
冷暖房等 

▲0.44％ ▲2.66％ 

▲2.89％ 

▲1.34％ 

▲9.97％ 

▲2.13％ 

▲2.58％ 

0.03％ 

（単位ＭJ/m2･h） 

日本橋本店での省エネルギー取り組み

日本橋本店で使用するエネルギーの内訳は７０％が電力、

３０％が都市ガスです。ガスの一部については、コージェネ

レーションシステムにより発電しています。電力に関して、次

の節電活動を行っています。

開店中の節電活動 

営業時間外の節電活動 

設備の省エネルギー運転推進 

店内改装（リニューアル）時の節電活動 

● エレベーター設備改修（インバーター化２台） 
● 中央ホールスポット照明の省エネルギータイプ化 
● 二重天井化推進による空調､照度の調整 

設備改修推進 

● バックヤード設備の照明間引き実施 
● 事務所や倉庫の不要時消灯の徹底 

● 従業員の残留時間を業務改善等で短縮 
● 照明回路スパンを分割しこまめな消灯を推進 
● 空調運転時間の短縮 
 

● 店内温度､湿度観測を細分化し､空調運転の調整を実施 
● 基本照度の設定と店内照度測定を実施し､リニューアル時 
　に基準値に収まるよう指導 
● ESCO事業（省エネルギー対策）の導入検討 

● 基本照度設計による輝度調整 
● 二重天井化推進による空調、照度の調整 
 

日本橋本店設備コントロール室
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日本橋本店エネルギー原単位使用量と使用量構成比の推移

本支店総エネルギー原単位使用量と使用量構成比の推移 2003年度本支店エネルギー別総二酸化炭素排出量

●算出基準は環境省環境報告書ガイドラインにそって算出しております。カッ
コ内はエネルギー別の構成比。

●9電力とは東京電力､関西電力等の電力会社のことです。新電力とはそれ以外
の一般電気事業者をいいます。

2003年度の節電活動一例



各店舗での節水の取り組み

三越本支店の2003年度水資源使用総量は2,166,594m3とな

り、目標である前年比▲1％を大きく上回る前年比▲6.7％

の削減となりました。

店舗内での水資源使用の３大要素は、厨房設備、トイレ、

冷房用設備での使用です。各店では基本的な節水活動と

して、厨房設備やトイレへの節水装置の取り付け、水道圧

の調整による出すぎ防止、節水キャンペーン等を積極的に

実施しています。また排水除害、中水設備の導入や、井水

（井戸水）浄化設備導入を促進する取り組みも進め、今後

も上水使用量を削減していく計画です。

事務用紙の使用量

事務用紙は､全社で使用削減運動を展開していますが､

2003年度の使用量は全体で9.4％の増加となりました。そ

の原因はB4･B5判の事務用紙は使用が減少している一方

で､会計システムの変更で従来の伝票類が事務用紙の使

用に変更になったために､A3･A4判が大きく増加したことに

よります。しかしながら､ギフトシステムの改善や､SCM※（サ

プライチェーンマネジメント）への取り組み、仕入伝票の変更

など､システムを活用した紙資源である伝票類の削減も進

めています。2004年度には新POS端末を導入する計画で､

これにより､伝票類の削減は更に促進される予定です。

排出された事務用紙の一部を再利用してトイレットペーパー

として商品化し､事務部門で買い取り使用する店舗もあり､

全社で紙資源削減の取り組みを進めています。

2019

包装材の使用

百貨店で使用する包装材の代表的なものは紙袋・食品用

ポリ袋・包装紙があげられます。包装材の2003年度使用実

績は2,178トンと前年より▲4.9％減少しています。包装紙は

1999年より開始した「三越エコスタンダード･包装編～15原

則～」の徹底､また紙袋は「一声（ご一緒にお入れしてもよろ

しいですか？）運動」

の実施により、お客

様にもご理解とご

協力をいただくこと

で、使用量が減っ

てきています。

グリーン購入の推進

三越では､2001年にグリーン購入基準を策定し､使用する

包装材や事務用品等についてグリーン購入を推進していま

す。特に包装紙や紙袋については古紙配合率30％の素材

を使用し､「エコマーク」の認定を取得しています。また､グ

リーン購入基準には特定していませんが、外商用の自動車

についても配慮しており､

CO2排出量の少ないCNG

（圧縮天然ガス）エンジンシ

ステムを搭載した低排出ガ

ス車を､2004年7月現在で

49台使用しています。

銀座店での節水・排水浄化への取り組み

銀座店では、２００３年１０月より排水除害、中水設備を更新し

使用開始しました。排水除害、中水設備とは、厨房設備より

出る油分や浮遊物の多い排水の浄化を行い、あわせて店

内トイレ用水として再利用できる中水を作る設備のことです。

銀座店では以前から排水除害、中水設備を使用していまし

たが､従来の設備では二次廃棄物として汚泥が発生し廃

棄物処理をする必要があること、必要とする中水量が確保

できないこと等の改善余地がありました。今回、設備更新

時期を迎え、こうした課題を解決するため新規設備に更新

いたしました。また､設備更新により浄化した中水の水質が

大幅に向上し、お客様に気持ちよくトイレをご利用いただけ

るようになりました。こうした中水道利用は、高松店、福岡

店、恵比寿店でも実施しています。また本年10月にオープン

する日本橋本店新館でも銀座店と同様の排水除害、中水

設備を導入する予定です。 事例1 広島店　 紙資源削減

広島店では紙資源削減の一つとして､お客
様に差し上げる紙袋の削減を進めていま
す。従業員が「よろしければお持ちの紙袋
にお入れしてもよろしいですか？」と一声お
掛けするとともに、取り組み姿勢のPOPを
掲出し、お客様へのご協力を呼びかけて
います。

事例2 法人外商本部 事務用品削減

法人外商本部では、使わなくなった事務用
品３品目の再使用を開始しました。これは
自分の身の周りにある、使っていない事務
用品を回収場所に返却し、必要に応じて
そこから再使用するという取り組みです。

事例3 通信販売事業本部 事務用紙削減

通信販売事業本部では、事務用紙削減の
ために、１枚の事務用紙を繰り返し５～１０
回再使用できる、「消えるインク」技術を利
用した装置を導入しました。また、全フロア
共通の事務用紙回収箱にステッカーを貼付
し、誰が見てもわかるようにしています。

各店取り組み事例

2001年 

A4
A3
B5

B4

合　計 

51,222,500

1,780,000

10,102,500

12,420,000

75,525,000

2002年 

54,270,000
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9,715,000

10,290,000
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63,962,500

1,743,000

8,070,000

9,137,500

82,913,000

前年比 

17.9％ 

16.6％ 

▲16.9％ 
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9.4％ 

（単位 枚） 

0 300 600 900 1,200 1,500

包
装
紙 

食
品
用 

ポ
リ
袋 

手
提
袋 1,405

1,478

423

419

350

394'02

'03

'02

'03

'02

'03

（単位 t） 

2001年 2002年 2003年 

井戸水 
中水道 

上水道 

2,397,996

2,166,594
2,320,864

135,339
226,413

2,036,224

188,110
157,785

1,974,969

183,952
138,041

1,844,601

（単位m3 ） 

汚水 

ろ過 

下水 

中水 
設備 

トイレ 

通
常
の
ろ
過
プ
ロ
セ
ス 

中
水
設
備
か
ら
ト
イ
レ
ま
で
の
再
利
用
プ
ロ
セ
ス 

環
境
影
響
の
改
善

古紙配合率30％「エコマーク」認定の紙袋

銀座店中水設備

ENVIRONMENTAL REPORT 2004 省資源推進

包装材使用量の推移

全社事務用紙使用量推移

※SCMとは､生産者から消費者へ商品が渡るまでの物品供給の
管理システム

本支店総水使用量の推移



ISO活動の一環で量の把握を行ったこと、及び一部店舗で

の飼料化、肥料化のリサイクル処理を開始したことによる､

リサイクル量の増加に起因しています。

特に全店に先駆け札幌店では、2003年11月より飼料化に

よるリサイクルを開始しました。さらに、今年2月より日本橋本

店、4月に新潟店、6月に横浜店、7月に高松店（魚介類のア

ラからスタートし、順次拡大）、8月に千葉店が食品廃棄物

のリサイクルを開始しました。この他の店舗でもリサイクルへ

の取り組み検討を始めており、2004年度の食品廃棄物のリ

サイクル率は30％以上を達成できる見込みです。

廃棄物総量の削減とリサイクル率向上に向けて

2003年度三越本支店の廃棄物総量は、前年比▲4.2％とな

っており、前年に引き続き減少しています。店別に見ると、

18店舗中12店舗で廃棄物総量の削減を達成、5店舗にお

いては10％以上の削減を達成しています。その結果、総リ

サイクル量は微増に留まりましたが、リサイクル率は前年より

2ポイント以上改善することができました。リサイクルの進捗

度合で見ると､リサイクル率が50％を越えた店舗が6店舗あ

る一方で、30％以下の店舗も3店舗と、店舗間のバラツキ

が大きいのが現状です。その対応として2003年度下期から

ISO活動の主要テーマとして全店で取り組みを開始しまし

た。この活動を推進する中で、先ず各店で廃棄物の分別

基準を明確にし、分別廃棄と廃棄処理の管理の徹底を図

るとともに2004年度からは、廃棄物の廃棄状況を正しく把

握することに、課題として取り組んでいます。

今後の方向性としては、各店で、「百貨店統一ハンガー」に

よるハンガー納品の推進や従来のダンボール納品から「オリ

コン（折りたたみコンテナ）」を使用した納品への切り替えを

進める一方で、リユース・リサイクルといった再資源化の方

策を推進していきます。こうした活動をもとに、全店で廃棄

物を減らす店舗運営を目指し、廃棄物総量の削減と、廃棄

物のリサイクル率45％を達成できる体制を整えていきます。

2221

PCB廃棄物及びフロン使用機器の管理

①ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物

使用済みのＰＣＢ廃棄物については、法律に基づき管理

責任者を選任し、保管状況を都道府県知事に届出をし、

適正に管理しています。

②フロン使用機器

フロン管理については、フロン使用機器を定期的に点検

し、また廃棄する際は法律に基づき処理するなど、適正

に管理しています。2003年度ＣＦＣ（クロロフルオロカーボ

ン）の使用率は全フロン使用機器のうち、18.4％となり、

前年より微減しています。

日本橋本店での食品廃棄物のリサイクル取り組み

日本橋本店では2004年2月より、パン売場から排出される食

品廃棄物からスタートし、3月から本格的に食品廃棄物全量

を対象に肥料化するリサイクルを開始しました。リサイクルを

始めるにあたり、食品廃棄物保管場所への冷蔵庫の設置

や、食品やレストラン関係の全従業員への分別教育を行い、

食品廃棄物以外のビニールや楊枝などが混ざらないように

分別の徹底を図りました。また、保管場所の冷蔵庫に食品

廃棄物を持ち込む際にも、再度分別状況を確認してリサイ

クル工場へ搬出。リサイクル工場では不純物が混じってい

た場合は写真を撮ってフィードバックする等、徹底した分別

を行う体制をとりました。

こうした取り組みの結果、肥料化リサイクルができない食品

廃棄物も一部ありますが、日本橋本店の食品廃棄物のリサ

イクル率は約80％で推移しています。

本支店での食品廃棄物のリサイクル取り組み

2003年度、三越本支店合計の食品廃棄物のリサイクル率

は、右図の通り15.6％となり前年を大きく上回りました。

これは2003年度より、従来からリサイクル処理を行っていた

魚介類のアラや店内の厨房等から出る食用廃油について、

事例1 横浜店 食品廃棄物のリサイクル

横浜店では、食品廃棄物のリサイクルを実施
しています。店舗内で回収した食品廃棄物
は、１階の廃棄物集積所に集めた後、リサイ
クル業者に引き渡し、肥料にしています。肥
料は神奈川県内の農家に出荷されています。

事例2 池袋店 ゴミの分別廃棄

池袋店では、ゴミの分別を徹底するために、
統一した廃棄ＢＯＸと、具体的な廃棄方法
の貼り紙を各フロアに設置･掲出していま
す。分別廃棄の方法を細かく定め、掲示
することにより、誰でも、同じルールで分別
廃棄ができるようにしています。

事例3 千葉店 リサイクル推進

千葉店では、使用済み割りばしや食品廃
棄物の分別廃棄徹底を呼びかけるポスタ
ーを、社員食堂に掲示することにより、従業
員に対してリサイクル推進の教宣を図って
います。回収した割りばしと、食品廃棄物
は、リサイクルに廻しています。

各店取り組み事例

2001年 2002年 2003年 

リサイクル量 

リサイクル率 

廃棄量 

廃棄物総量 

14,547t

8,699t
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21,737t

20,824t

9,039t
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本支店食品廃棄物のリサイクル率

本支店廃棄物のリサイクル率

写真はイメージです。
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人事制度の考え方と

キャリアアップ支援の仕組み

2００３年9月、百貨店事業会社５社の新設合併を機に

三越では人事制度を改訂しました。

高質小売業を目指して､お客様に最高のおもてなし

を提供するために､複線型人事制度を導入し、「現

場でお客様に直接応対するおもてなしのプロ」「おも

てなしのプロをサポート・育成するマネジメントのプ

ロ」の２つのキャリアルートを設定し、社員一人一人

がどちらの道を目指すのか、そのキャリアプランを実

現できるよう支援しています。

期待される役割・能力を明確にした透明性の高い

「評価制度」、進級時や上位職群にチャレンジする際

に行う上司との「キャリア面談」、目的に応じて学べ

る「人材開発プログラム」の３つを柱として､生き生き

と働きがいのある企業風土を目指しています。

期待される 
役割･能力 
期待される 
役割･能力 

自分の 
意志･希望 
自分の 
意志･希望 

キャリア面談・評価制度
キャリア面談・評価制度

マネジメント 
     のプロ 

おもてなし 
    のプロ 

人材開発プログラム 人材開発プログラム 

従業員の
働きがい向上を目指して

2003年9月よりスタートした「三越リテールアカデミー

販売力強化プログラム おもてなしサイクルコース」

はこの１年､会社として重点的に取り組んできた研

修です。マネジャーや売場のリーダーであるショッ

プマスターが中心に受講し、よりお客様の視点に

立った売場作りに活かしています。

人材開発プログラムの全体像

定年後の再雇用制度

2001年度から年金制度が改正されたことを受け、定年後も

健康で働く意志がある社員については､原則として年金満

額受給までの期間（最長６５歳まで）再雇用する「シニアスタ

ッフ制度」を導入しています。

2004年3月1日現在で３５６名のシニアスタッフがベテランらしさ

を活かしながら､やりがいを持って業務に従事しています。

障害者の雇用

法定雇用率の達成を目指して計画的に採用を行っていま

す。

今後共引き続き定期採用を進める一方、新たな職域開発

を推進し、採用促進を図っていきます。

女性の社会進出や年金問題等、労働市場を取り巻く環境

が変化している中、百貨店業態も様 な々雇用形態の従業員

に支えられています。生活者の視点を持ち続けるためにも

性別・年齢・雇用形態に関わりなく能力を発揮できる環境

作りを進めています。

1999年に男女雇用機会均等法が改正される以前より､採用

に関しては特に男女の制限を設けず実施してきました。課

長相当職以上の全管理職に占める女性の割合は、現在

12.5％と同業と比較して決して高くない数値ですが、一方

で管理職予備軍といえる売場のリーダー格のショップマスタ

ーについては８５１名中、４４７名と半数以上が女性で占めら

れています。今後、能力と意欲のある人材については、積

極的に登用していきたいと考えています。

キャリアサポートの諸制度

個々のキャリアプランを実現する過程において、仕事と家庭

の両立を支援する制度を充実させています。

多様性と機会均等
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三越ビジネスアカデミー 

ビジネスリーダー 
養成プログラム 

マネジメント開発 
プログラム 

次世代能力開発プログラム 

スペシャリスト 
養成プログラム 

販売力強化 
プログラム 

全従業員対象プログラム 

  商品･販売 
コース 

営　業 
コース 

後　方 
コース 

【具体的な活動内容】

①従業員教育の実施

「ハラスメントのない風土づくり」を目指し、社内広報誌に

よる教宣活動とセミナー等を通じた管理者教育を行って

います。

②個別相談への対応

会社・労働組合・外部カウンセラーによる相談窓口を設け

ています。

③アンケートの実施

毎年8月～10月を「STOP！ハラスメント」推進期間とし、三

越グループの全従業員を対象に、ハラスメントに関する実

態と意識調査を実施し、ハラスメント対策活動に反映して

います。

三越グループでは、「従業員がお互いを尊重し、生き生き

と働くことができる職場環境づくり」を目指して、労使で「ハ

ラスメント対策部会」を設置し､継続して活動しています。

※2004年2月29日現在
育児休職者…… 95名
育児勤務者……203名

ハラスメント対策ポスター

ハ ラ ス メ ン ト 対 策
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お客様に信頼される企業を目指す三越では、お客様によろ

こばれる洗練された商品､サービスを提供するとともに､企業

の社会的責任（ＣＳＲ）を果たすための取り組みを積極的に推

進しています。その中でもさまざまな事業活動を通しての法令

遵守と､企業倫理の徹底を柱としたコンプライアンス体制強化

は､三越の伝統を支える「正直な商売」と「まごころのサービ

ス」を具現化する最も根本的な指針となっており、「三越倫理

憲章」として定めています。

具体的には、「商品」「サービス」「販売」「表示」「情報管理」等

に関する法令･ルールを守り、お客様や仕事の相手方、さらに

社会に対する説明責任を果たすという内容になっています。

商品の品質と表示

三越の事業活動の中心は、お客様に対する商品の販売で

あることは言うまでもありませんが、特徴として自ら商品を開

発・製作したものを販売するというよりは、お取組先等から

仕入れたものを販売しています。販売に当たっては、三越

がお客様に対する責任を果たすために、品質や表示等の

内容について責任を持って対応できる体制をつくっていま

す。商品については品質向上委員会や検品強化デーの取

り組み、表示については表示マニュアルや社内ルールの整

備、広告宣伝媒体のチェック体制の強化を図っています。

個人情報管理

２００５年４月の個人情報保護法全面施行

を控え、経済産業省のガイドラインをもと

に百貨店協会として業界のルール作りを

進めています。三越では、お客様のプラ

イバシーや信用情報を含む個人情報の

重要性を認識した上で、適正な取り扱

いについてマニュアル整備や教育機会

拡充に努めています。

公正取引推進

お取組先との公正公平な取引や透明性を高めた関係は、

小売業者としての社会的な責任を果たす上で非常に重要

な項目です。三越では独占禁止法や下請法に基づいた公

正な取引を実施していくよう､本社・商品本部・各店毎に公

正取引推進委員会を設置、エグゼクティブセミナーや管理者

研修等を通して､遵法意識と法令についての正しい理解を

深めています。また､個々の項目について社内ルールの整備

を進め、業務監査等を通して、その実施状況の確認を行

っています。

三越ホットライン

内部通報制度は、コンプライアンス体制の実効性を高める

ために効果的な制度で、日本経団連の企業行動憲章実行

の手引きでも設置が求められています。三越では、２００２年

１１月から全従業員を対象とした「三越ホットライン」を設置

し、迅速な情報収集に努めると共に、適切な対応により企

業行動の監視機能を高めています。

コンプライアンス（法令遵守）を徹底し
誠実な企業活動を実践しています

また、食の安心・安全に対するお客様の関心が高まる中、三

越独自の試みとして2003年中元期よりギフト商品のインターネ

ットによる情報開示サービス（食品ごとに含まれるアレルギー

物質、使用原材料、

食品添加物、遺伝

子組み換え原材料

使用の有無､原料

産地名等）を開始し

ています。

カシミヤ100％商品の管理

繊維商品のうち、カシミヤ１００％を表示する商品については、

事前に素材の証明書による点検を行っています。カシミヤは、

原料がウール等に比べて高価であり、原料産地に外国、主

に中国が多いため、鑑別試験を行わないと正確な判定が

できないものであること、更に、三越では秋冬物商品の核

となる商材でもあります。そのために､お客様に安心して購

入していただけるようお取組先に対し、その年に展開する

商品（コート、ジャケット、セーター、マフラー、ショールなど）

については、事前の検査機関などによる証明書の取得と提

出をお願いし、家庭用品品質表示法（基準）に従い確認を

しています。

これにより、表示不適品の排除や、優良誤認などの問題の

ない適正な商品の提供を行っています。

宝石の社内検品

宝石類の検品は、１９７７年より実施しており、１９８９年からは、

外部鑑別機関と委託契約を結び検品業務を行っています。

検品は東京と大阪、名古屋で実施しており、年間約１６万点

以上を事前チェックし、キズや石欠け・石ゆるみのない良品

の提供に努めてい

ます。

２００４年度からは独

自にパールのチェッ

クシステムを導入

し、更なる品質管

理の強化に努めて

います。

品質向上委員会の設置

２００３年９月、5社新設合併を機に全店の品質レベル標準化

を目的としたコンプライアンス体制の確立とリスクマネジメントの

徹底を図るべく、「品質管理委員会」を発足しました。同時に

全店共通品質管理項目を設定し、各店での検品、食品衛生

検査、計量管理、人材育成の為の通信講座、催事商品の点

検及び媒体表記との照合等を実施しています。売場の品質

リスク等の実態把握と改善検証を継続することにより、品質

リスクを最小限化し、かつ排除しようとする意識は確実に浸

透してきています。

２００４年３月には、グループ全体の品質向上を目指して「品質

管理委員会」を「品質向上委員会」に改称しました。現在は

発生した問題をどのように解決していくかに重点が置かれて

いますが、今後はリスクの発生を未然に防ぐことを委員会の

重点項目として捉え、活動していく予定です。お客様からの

多様なニーズにお応えしていく中で、安心・安全な商品提供

が出来るよう努力しています。

食の安心･安全をお届けする為の取り組み

食品の衛生・品質リスクへの対応として、食品衛生管理規定

などの社内規定や衛生品質を確保するための各種マニュア

ルを作成し、これらを関係者と共有・活用することによって、

取り扱い食品（モノ）、関係従事者（ヒト）、調理・販売施設（環

境）の三つの切り口から衛生・品質管理を進めています。

衛生管理体制の中でも、三越独自の制度として、店舗に食

品衛生に精通した保健所ＯＢを食品衛生担当マネジャーと

して全国本支店に18名を配し、また、社内食品衛生管理

者として社員１８１名を任命・配置して現場での食品衛生の

管理指導を徹底しています。

商品の品質管理や適正な表示
を確保するために

三 越 倫 理 憲 章  
三越倫理憲章は当社の企業活動をすすめるうえで全員がその主
旨を理解しお客様と社会に奉仕貢献するためのポイントとなる
項目を10条にまとめたものです。 

私たちは 
次のお約束をし良識を持った行動をします。 

『私は本憲章の主旨を理解し「正直な商売」「公正な 
  取引」等正しい企業活動を実践します』 

三越グループホットライン 

通報者へのフィードバック 

●Ｅメール  ○○○○@mitsukoshi.co.jp

●フリーダイヤル 0120-000-000
（受付時間 火･土曜日 午後1時～4時まで） 

●手紙や面会希望も受け付けます 
本社業務部 法務担当 三越グループ「ホットライン委員会」事務局まで 

ホットライン委員会へ 
内容によって本社専務をリーダーに､「ホットライン委員会」を開
催して対応します。案件により､社長､顧問弁護士が参加します。 
なお､通報者の不利益になることは一切ありません。 

ポケットマニュアル

宝石類の検品風景

委員長：専務執行役員 

副委員長：本社業務部長 
委員長代理：商品本部長 

事務局： 
本社業務部業務担当／環境・品質管理担当 

各店 
品質向上 
委員会 

事業部 
（通販・専門館・外商） 
品 質 向 上 委 員 会 

商品本部 
品質向上 
委員会 

三越品質向上委員会の仕組み

毎年12月31日に､おせち料理の全品検品を実施

社
会
性
報
告
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【安全衛生管理体制の整備】

企業には「従業員の健康と安全を守る」義務があり、その

具体的な内容は国が定める法律「労働安全衛生法」に記

されています。三越は法の遵守（コンプライアンス）の考え方

を基本に、全従業員が健康で生き生きと、安心して働くこ

とのできる職場環境の整備を企業の重要課題として取り組

んでいます。

そして、この取り組みなくしては、高質なサービスを提供し、

お客様の満足度を高めていくことはできないと考えています。

働く職場環境の整備

従業員の安全面・衛生面の確保を目指し、コンプライアンス

の観点から安全衛生管理体制の再構築に向けて２００２年７

月に労使による「安全衛生委員会実施マニュアル」を策定し

ました。

ここには①「労働安全衛生法」に定められている各店・事業

部の安全衛生管理を促進するための責任体制のあり方②

毎月開催が義務づけられている安全衛生委員会の実施方

法③職場環境整備を図って行く上での具体的な取り組み

内容等を記載しています。

具体的には、各種設備の

法定点検だけでなく、産

業医を中心とした職場環

境巡回を毎月１回実施す

るなど、労働災害防止の

視点だけでなく、お客様

満足度の向上に繋がる従

業員満足度の向上に向け

た「快適な職場環境づく

り」に取り組んでいます。

職場における喫煙ルールの徹底

職場環境整備の一環として「職場における喫煙ルール」を

策定し、各店・事業部毎に労使による協定書を取り交わし

ています。具体的には①職場（各部門の事務席・会議室・

ミーティングルーム・商談室・応接室を含む）内での喫煙は行

わないこと②喫煙は所定の喫煙所にて行うこと、としていま

す。安全衛生委員会にて協議の上、喫煙所毎に管理体制

と責任者を決定しています。

福利厚生施設の整備

安心して働ける職場環境づ

くりの観点から「身体の休息」

「心の休息」の重要性が問わ

れてきていますが、三越では

従業員が利用する福利厚生

施設について各種法令、他

企業を参考にした独自の基

準を策定し、店舗の増床・リ

ニューアルに伴う施設の改装時に活用しています。具体的に

は社員食堂・休憩室・更衣室・健康相談室・トイレに至るまで

施設・設備面での基準を定めています。

【健康支援体制の整備】

お客様からのニーズにお応

えすべく様々なサービスを展

開しておりますが、その一つ

として営業時間の拡大があ

ります。それに伴う勤務時

間の夜型へのシフトによる生

活のリズムの乱れや不規則

な食生活は体調への悪影

響を及ぼす恐れがあります。

また高質なサービスを提供

していくために社員一人一人に求められる仕事のウエイト

は質・量とも更に高まっています。こうした状況の中、心身

両面における健康支援体制は従来以上に重要な課題とな

っています。

三越では産業医を中心とした産業保健スタッフの協力の下、

「従業員の健康づくりの推進」に向けて取り組んでいます。

具体的には、社内外の情報を有効活用した健康づくりメニ

ューの紹介などを通じた、従業員の健康支援を行う「健康

づくりサポートシステム」を実践しています。三越健康保険

組合等関連諸団体との連携の下では、健康診断、健康相

談・指導、健康教育、ストレスケア、メンタルヘルスケア、その

他健康支援活動を行っています。

お客様への高質なサービス提供に
向けた従業員満足度の向上。

による電話健康相談を実施しています。この電話健康相談

では、フリーダイヤルに

て医師・保健師・看護

師が２４時間・年中無

休で健康・医療・介

護・育児・メンタルヘル

スの相談に応じ解りや

すくアドバイスをしてい

ます。

ウォーキングキャンペーン

健康な身体をつくるために三越健康保険組合主催による年

２回の、定期的なウォーキングキャンペーンを実施しています。

２００４年４月には『箱根駅伝踏破ウォーキング』と銘打って１日

１万歩で３１日以内にゴールを目指しました。参加者全員に

記録用紙が配られ、期間終了日迄に目標を達成した参加

者には完歩賞がおくられました。また、希望者へは万歩計

を支給しています。

今回の参加者は１，３６１名で､その内完歩した参加者は６７８

名という結果でした。今後も趣向を凝らした企画を考えて

いきます。

健康診断の実施

法律で定められている以上の健康診断項目による定期健康

診断、特定健康診断を全国統一基準で実施しています。更

に定期健康診断については、各年代毎に健康診断項目を

設定し実施しています。

健康相談・指導の実施

従業員の健康づくりをサポートしていくために、健康診断の

結果に基づき、年１回各人の健康を見つめ直す機会として、

全員を対象に社内の

産業保健スタッフによ

る健康相談・指導を

実施しています。実施

にあたっては各職場

で働く従業員との信頼

関係を築きながら顔の

見える取り組みを行っ

ています。

ストレスケア・メンタルヘルスケアの取り組み

健康診断、健康相談・指導に加えて、セルフケア、業務ライ

ンによるケア、内部専門スタッフによるケア、外部専門スタッ

フによるケアの４つのケアの連動によるメンタルヘルスケアに

取り組んでいます。具体的には、全国の新任マネジャーを対

象にした産業カウンセラーによる研修の実施、三越共済会

主催の外部講師によるセミナーの開催、三越健康保険組合

ウォーキングキャンペーン　記録帳

年　齢 定期健康診断の種類  
～29歳 
30～39歳 
40歳～ 

一般定期健康診断 
生活習慣病健康診断 
特別精密健康診断 

「三越人権宣言」全文

三越は、経営理念に基づき、人権
問題を重要課題ととらえ、現存する
人権侵害・差別事象の解決へ向け
て三越グループ全体で取り組み、人
権尊重の企業文化を創造すること
をここに宣言します。

人権問題への取り組み
三越は人権尊重の企業文化の創造に取り組む中

で､1998年に「三越人権宣言」を制定し､三越の行動

目標を定めています。社員への人権教育・啓発を進

め､人権問題を日常の業務や生活に深く関わってい

る問題としての認識を持てるようにする一方で､企業

として社会啓発イベントの開催などを実施し､基本的

人権の尊重に積極的に取り組んでいます。
定期的に人権啓発研修を実施しています。

三越健保電話健康相談チラシ

「安全衛生委員会実施マニュアル」より
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会
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三越医務室

健康相談

喫煙スペースの分煙

社員食堂
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三越各店では、地域貢献活動やチャリティー活動などの社

会貢献への取り組みを積極的に行っています。

日本橋本店

一旭出学園工芸展一

日本橋本店では、知的発達に障害のある方の教育と福祉を

目的に設立された旭出学園の生徒さんの作品の展示即売会

を隔年で行っています。２００４年３月で第２０回を迎えました。

一ＮＨＫハート展一

「ＮＨＫハート展」は障害のある方々が日常生活の中で感じたこ

とを一遍の詩につづり、その詩からイメージされるものを国内

外の著名人やアーティストが「ハート」をモチーフに表現したコラ

ボレーションの展覧会です。

新宿店

一チャリティーバザール一

新宿店では２００３年１１月に「日本手芸クラブ」の方々の作品

の展示即売会を行ない、売上げの一部をＮＨＫ・朝日厚生

文化事業団に寄贈しました。
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サービス介助士が安心で安全なお買い物をサポート

歩行の介助や車椅子の操作方法などに対し、適切なお手

伝いをするための知識・技術を習得し、資格認定されたサ

ービス介助士を現在全店に70名（2003年12月現在）配置

しています。

身体障害者補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）の
全店受け入れ

2003年10月の「身体障害者補助犬法」の施行に合わせて

日本橋本店で、盲導犬や介助犬の活動を紹介するイベント

を開催し、補助犬育

成へ向けてＰＲを図

りました。

すべてのお客様が快適にお買い物できるために

店内移動が円滑にできるように、各出入り口やフロアの段

差の除去、スロープや車いす用エレベーター・エスカレータ

ー、専用駐車場の設置などを行っています。また全店で車

いすの貸し出し、車いす用トイレの設置や一部店舗では車

いす用フィッティングルームを設置しています。

また、点字パネル・音声付きエレベーターの設置、エレベー

ター内の各階の点字表示などを行っている店舗もあります。

日本橋本店の案内所では点字フロアガイドを、一部店舗レス

トランでは点字メニューをご用意しています。

全店に、車いす用トイレを１ヶ所以上設置しています。一部

店舗ではオストメイト用汚物処理用流

し便器や折りたたみベッドを備えた

多目的トイレの設置も行っています。

妊産婦の方や小さなお子様をお連

れでご来店のお客様のために、全

店にベビー休憩室や授乳室を設置

し、ベビーシート・ベビーキープ付トイ

レの設置を行っています。

千葉店では、妊産婦の方や１歳未満のお子様をお連れの

お客様に対し、お買上げいただいた商品を無料でご自宅

に配送する､マタニティ・サポートサービスを実施しています。

ホームページのバリアフリー化の推進

２００４年６月１６日百貨店業界としては初めてバリアフリー対

応のショッピングサイト「三越のお中元」を開設しました。この

サイトは、文字の色や大きさ、音声ブラウザでの読み上げ

順序などについて、高齢の方や視覚障害がある方が活用

しやすいように配慮しています。また、閲覧支援ソフト「らく

らくウェブ散策」をショッピングサイトとしては初めて採用し、

サイト上の文字の拡大表示や、合成音声による読み上げと

いった機能も提供しています。

今後もホームページにおいては順次バリアフリー対応にして

いく計画です。

人にやさしい店作り 社会貢献活動 銀座店

交通遺児にあたたかい手を・・・。
一「母の日チャリティースタンプラリー」への協賛一

銀座店では、毎年５月の「母の日」に銀座４丁目支部会主催

で行われる「母の日チャリティースタンプラリー」に協賛して

います。参加者には、１００円以上の募金と引き換えにスタン

プラリー台紙をお渡しし、ゴールすると協賛店にて景品を進

呈。集まった募金は

全額（財）交通遺児

育英会を通じて交

通遺児のために役立

てられています。

名古屋栄店

・星ヶ丘店

「世界の子どもにワクチンを」キャンペーン
一「２０円」が幼い笑顔を守ります。命のサンタになりたい。一

2003年１１月２６日～１２月２５日のクリスマス期間に第４回（1996

年・1997年・2002年に開催）「世界の子どもにワクチンを」キャン

ペーンを実施しました。

期間中三越カードをご利

用いただいたお客様の

お買い物1口座につき、

２０円を売上げから積み

立て、中日新聞社会事業

団を通じ「世界の子ども

にワクチンを」日本委員会

に寄付しました。また店

頭での募金も行いました。

福岡店

クリスマスチャリティー
一聖なるクリスマスに皆様のハートを募金箱へー

１９９９年からスタートしたこのチャリティーも５年目を迎え､２００３

年は１００円以上の募金で三越

オリジナルピンバッチ１点をお

持ち帰りいただけるキャンペー

ンとして展開しました。集めら

れた募金はその収益金全額

を「日本赤十字社」に寄付しま

した。

倉敷店高齢者疑似体験

店内ポスター
サービス介助士編

日本橋本店3階
車いす用フィッティングルーム

千葉店多目的トイレ

「らくらくウェブ散策」起動時の三越のホームページ 福岡店クリスマスチャリティー新宿店チャリティーバザール会場

高齢者や身体に障害のある方を含め､すべてのお客様が、

安心して安全にお買い物ができる店舗を目指して、施設・

設備の整備や高質なおもてなしに取り組んでいます。

日本橋本店での補助犬紹介イベント

銀座店 エレベー
ター内点字パネル

「世界の子どもにワクチンを」ポスター

２００４年３月
日本橋本店

「母の日チャリティースタンプラリー」
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環境経営推進組織体制

環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）推進組織体制は下

図のように定め、環境経営の実現を目指しています。

全社組織は、経営会議、社長をトップとする最高経営層

が、三越の環境方針や店舗や事業部の主要な取り組み

課題を決定していきます。事務局には業務部環境・品質

管理担当があたり、また自社内監査機能として環境監査

チームがあります。

環境監査実施状況

環境マネジメントシステム規定に基づき、2004年１月全店にお

いて環境監査（環境マネジメントシステム監査）を実施しまし

た。（※前年は日本橋地区にて実施しています。）

環境監査を実施するため京浜地区、及び地方各店で延べ

１８回の第２回環境監査員育成教育を実施しました。その

結果１７９名の新規監査員を養成し、昨年からの環境監査

員と合わせ２０７名となりました。

環境監査は全店を２４サイトに分割し、延べ３９日間にわたり、

６３監査チームにより実施しました。

その結果、概ね全店では「良好」との判定でしたが、環境

監査改善指摘事項１４５件となりました。指摘事項は、結果

検証の不備が全体の２８％と最も多く、次いで運用管理２０％、

環境教育及びコミュニケーション１９％となりました。これらの

指摘に対しては、各該当部で是正処置を行うと共に、全社

としても予防処置を講じ、システムの向上に努めています。

拡大審査状況

２００３年４月～５月に、日本橋三越（本店、本社、営業本部）

において、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）登録審査を

行い、認証を受けました。

2004年は１年目の定期審査に当たりましたが、定期審査に

合わせて全社での認証取得を目指し、５月に拡大審査を実

施しました。拡大審査はサンプリング形式で実施され、定期

審査部分に加え、京浜地区では銀座店、池袋店、恵比寿

店、法人外商本部、通信販売事業本部が審査を受け、また

地方店では札幌店、名古屋栄店、高松店、福岡店が審査

を受けました。その結果、定期審査部分では、環境マネジ

メントシステムの維持管理ができており、また拡大部分でも適

切に運用されているとの判定を受け、認証取得することが

できました。なお、審査における改善指摘事項１件について

は、改善計画を提出、改善の機会があるとの所見３４件に

ついては、以後のシステム改善に活かすようにしています。

今後も環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）を環境経営のベ

ースとして考え、定期的な審査を実施し、審査結果を活動

に役立てるようにし

ていきます。

環境教育の推進

三越では社員に加え、お取組先からの派遣社員や、関連会

社従業員など、約３４，０００名にのぼる多くの従業員が働いて

います。環境改善の取り組み活動には、従業員一人一人の

理解と参加が不可欠です。教育ツールとして「環境レポート」

や「ポケットマニュアル」を作成し、配布しています。また各部

での教育推進者用に「ISO活動ガイドブック」も作成していま

す。こうしたツールを活用し、朝礼や集合教育を頻繁に実施

し、従業員への説明を繰り返しています。

環境に関連する法規制等の遵守

ＩＳＯ１４００１で求める環境関連法規制等の遵守は、コンプラ

イアンスの一環として、遵守すべき法規制等を明確に定め、

遵守体制の構築、維持に努めています。

その結果、２００３年度の環境マネジメントシステム取り組みに

おいて、重大な法規制等の違反事項はありませんでした。
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環境マネジメントシステムの基本的な 
考え方を説明した文書。 

環境マネジメントシステムの具体的推進 
方法を説明した文書。 

環境取り組みを推進する具体的手順や環境 
関連法規制の遵守手順を説明した文書。 

環境マネジメントシステムの補助資料、活 
動の各種記録類、環境教育やコミュニケー 
ションの記録、等。 

環境文書 

環境規定 

マニュアル 

その他の環境関連文書 

全社共通で定めている環境関連法規制等 

・ エネルギー使用の合理化に関する法律（省エネ法） 
・ 大気汚染防止法（大防法） 
・ 騒音規制法 
・ 下水道法 
・ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃掃法） 
・ ポリ塩化ビフェニル廃棄物特別措置法（ＰＣＢ特別措置法） 
・ 特定家電用機器再商品化法（家電リサイクル法） 
・ 食品循環資源の再利用等の促進に関する法律 
　（食品リサイクル法） 
・ 特定製品に係わるフロン類の回収及び破壊実施確保な
　 どに関する法律（フロン回収破壊法） 
・ 日本百貨店協会環境基準（自主基準として設定） 環境マネジメントシステム（ISO14001）登録証授与式

環境マネジメントシステム文書体系

環境マネジメントシステムを推進するための文書体系は、下

図のように４層体系としています。また文書は従業員がいつ

でも最新版を閲覧できるように、社内ネット上に電子掲載し

ています。

三越の環境マネジメントシステム

三越ではマネジメントを、『ＳＥＥ→ＴＨＩＮＫ→ＰＬＡＮ→

ＤＯ』サイクルととらえています。

環境マネジメントシステムも経営システムの一環として、

同様のサイクルで運営しています。

活動単位は、店舗、事業部毎とし、個別に「環境目的、

目標」を定めて推進しています。また、最小活動単位

を各部単位に細分化していますが、これは従業員全

員が環境取り組みを行っていくためです。

環境経営を目指す三越は、環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）を環境経営のベースと位置づ
け、２００４年５月全社で拡大認証取得しました。

各店、事業部毎に、具体的な環境取り組みを推進し改

善実績をあげるために、店長、事業部長をトップとする店

舗、事業部組織体制をとっています。環境取り組み推進

の責任者として、副店長、副本部長を環境管理責任者に

任命し、業務推進部（または営業推進部）を推進責任部

（＝統括エコ推進部）として、運営しています。

三越の
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店　　舗 事 業 部 

各店、事業部内組織体制 

店舗経営層・事業部経営層 

営業各部 店舗施設担当部門 統括エコ推進部 営業各部 営業各部 

店舗ISO推進担当 
業務推進部、または 
営業推進部が担当します。 

ISO推進事務局：本社業務部環境・品質管理担当 
　事務局長　　　：本社  業務部長 
　事務局メンバー：本社業務部  環境・品質管理担当 

環境監査チーム 
　事務局　　　　　：本社業務部  環境・品質管理担当 
　環境監査メンバー：環境監査員台帳登録者 

最高経営層：社長 
副最高経営層：専務 

経 営 会 議 

三越全店（各店・事業部）組織図 

環境管理責任者 



総水使用量 

事務用紙使用量（A4･A3･B5･B4） 

〔総合計〕 

2003年度　環境活動実績（2003年3月～2004年2月） 
三越では、環境ビジョンを達成するために2002年に「環境活動7つのコミットメント」を掲げ、全店で取り組んできました。その実績については 
下記の表の通りとなっています。 

コミットメント 取り組み内容 項　　目 2003年目標 2003年実績 自己評価 

環境影響の改善 

お客様への貢献 

環境経営の推進 

省エネルギー推進 

省資源推進 

廃棄物削減と 
リサイクル推進 

商品提案 

サービスの提供 

環境催事の開催 

環境経営の推進 

地球温暖化対策 

節水対策 

紙資源対策 

廃棄物削減 

リサイクル推進 

電気使用量(原単位） 

ガス使用量(原単位） 

地域冷暖房熱使用量(原単位） 

0.9308ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲1.00％） 

0.1535ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲1.00％）　 

0.1813ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲1.00％）　 

0.9264ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲1.47％） 

0.1400ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲9.71％） 

0.1727ＭＪ/m2･ｈ （前年比▲5.65％）　 

2,519,146m3 （前年比▲1.00％） 2,400,598m3 （前年比▲5.66％）　 

75,012,300枚 （前年比▲1.0％） 82,913,000枚 （前年比9.4％） 

廃棄物総量 

リサイクル率 

21,302トン （前年比▲2.0％） 

43.9％ （前年比3.0Ｐアップ） 

20,825トン （前年比▲4.2％） 

43.4％ （前年比2.5Ｐアップ） 

環境に配慮した商品の提案 

環境に配慮した包装 
・容器採用 

事務用品の削減と 
グリーン購入推進 

環境意識向上イベント 

ＩＳＯ14001 
認証取得 

社会貢献推進 

紙袋使用数 
（特大・大・中・小） 

エコファント商品（環境配慮商品）の累計20企画認定 エコファント商品（環境配慮商品）累計37企画認定 

環境に配慮した事務用品の採用 

37,883,156枚   （前年比▲3.0％） 

環境に配慮した事務用品の継続的拡大 

37,283,200枚         （前年比▲4.5％） 

環境催事の開催 環境催事の開催 

日本橋三越に加え 
全国18支店･3事業部に拡大 

社会貢献活動の実施 

2004年5月認証拡大 

社会貢献活動の継続的拡大 

※自己評価欄： ⇒目標達成 ⇒前年に比べ改善されたが目標には未達　　 ⇒前年より改善されず、目標にも未達 
※「原単位」は各項目の使用量を原単位指標（総延床面積ｍ2×総営業時間ｈ）で割った数値です。 

2003年度エネルギー使用量 2003年度廃棄物処理状況 

電気使用量 
（単位：ＭＪ） 

240,320,812 

164,009,775 

184,591,426 

114,318,083 

100,220,929 

127,235,362 

104,917,458 

125,484,865 

263,333,904 

125,395,904 

86,782,386 

47,962,634 

40,437,386 

97,183,115 

85,543,806 

111,935,979 

148,879,341 

76,621,744 

2,245,174,910 

76,969,490 

58,576,970 

26,292,311 

21,957,254 

81,441,137 

42,564,234 

32,683,089 

340,484,485 

2,585,659,394

ガス使用量 
（単位：ＭＪ） 

108,986,420 

21,562,684 

6,185,114 

33,026,804 

3,641,176 

4,652,348 

22,528,040 

2,206,160 

46,157,274 

7,902,938 

21,836,823 

5,771,068 

3,316,988 

14,469,990 

6,081,815 

36,196,068 

1,546,612 

17,042,218 

363,110,540 

318,872 

4,719,600 

0 

638,780 

6,704,776 

1,878,410 

6,830,586 

21,091,024 

384,201,564

 

815,822 

47,017,807 

 

26,824,952 

5,827,972 

 

30,204,900 

 

 

 

 

 

95,521 

16,963,600 

 

45,112,600 

 

172,863,174 
15,978,921 

 

 

 

9,360,326 

 

15,978,921 

41,318,168 

214,181,342

総エネルギー 
使用量 

（単位：ＭＪ） 

349,307,232 

186,388,281 

237,794,347 

147,344,887 

130,687,057 

137,715,682 

127,445,498 

157,895,925 

309,491,178 

133,298,842 

108,619,208 

53,733,702 

43,754,374 

111,748,627 

108,589,220 

148,132,047 

195,538,553 

93,663,962 

2,781,148,624 

93,267,283 

63,296,570 

26,292,311 

22,596,034 

97,506,239 

44,442,644 

55,492,596 

402,893,676 

3,184,042,300

地域冷暖房 
使用量 

（単位：ＭＪ） 
 

総水使用量 
（単位：m3） 

357,981 

87,632 

203,645 

107,531 

82,168 

102,957 

88,718 

210,443 

210,714 

109,780 

90,339 

33,861 

27,893 

94,353 

76,288 

93,934 

132,791 

55,566 

2,166,594 

65,893 

31,810 

11,576 

8,413 

62,970 

32,691 

20,651 

234,004 

2,400,598

  廃棄物総　

紙類 ダンボール 
食品 
廃棄物 

750.2 

296.8 

29.1 

449.1 

131.9 

575.0 

0.0 

108.2 

757.5 

41.5 

5.0 

33.7 

118.1 

86.7 

108.0 

69.8 

141.1 

375.8 

3,990.9

938.8 

221.0 

396.2 

178.8 

113.9 

424.7 

173.9 

392.0 

385.6 

355.0 

144.1 

162.6 

143.9 

269.8 

197.4 

288.4 

548.0 

235.5 

5,569.5

601.9 

146.9 

225.7 

119.0 

192.7 

127.0 

156.4 

428.0 

412.7 

272.2 

147.2 

40.0 

97.0 

176.7 

207.0 

171.6 

378.4 

176.9 

4,142.6

日 本 橋 本 店  

新 宿  

銀 座  

池 袋  

横 浜  

千 葉  

仙 台  

札 幌  

名 古 屋 栄  

名 古 屋 星 ヶ 丘  

新 潟  

大 阪  

倉 敷  

広 島  

高 松  

松 山  

福 岡  

鹿 児 島  

本 支 店 計  

恵 比 寿  

新 宿 ア ル タ  

サンシャインシティアルタ 

上 大 岡  

多 摩 セ ン タ ー  

吉 祥 寺  

札 幌 ア ル タ  

専 門 館 計  

 

日本橋本店  

新 宿  

銀 座  

池 袋  

横 浜  

千 葉  

仙 台  

札 幌  

名古屋栄  

名古屋星ヶ丘 

新 潟  

大 阪  

倉 敷  

広 島  

高 松  

松 山  

福 岡  

鹿 児 島  

本支店計  

※青字：A重油使用 

※ 

※ 

※ 

2004年度　環境活動目標 
2004年度からは、新たに「お客様への貢献」に重点を置いた目標を掲げて、環境活動に取り組んでいきます。 

目　　標 目 標 値  

お客様への貢献 環境配慮提案 

環境影響の改善 

環境配慮イベント提案 

環境配慮サービス提案 

三越認定の環境配慮商品（エコファント商品）累計50企画認定 
環境配慮商品提案 

各店における環境配慮商品（エコファント商品以外）の抽出・提案の仕組みづくり 

環境配慮商品提案のためのイベント展開 

環境意識向上のためのイベント展開 

環境配慮サービスの掘り起こしと展開 
全店での水平拡大展開　 

省エネルギー推進 
電力使用量削減 

ガス使用量削減 
地域冷暖房熱使用量削減 

総エネルギー使用量▲１.００％（原単位） 

省資源推進 

総水使用量削減 

紙資源使用削減 

事務用品節約とグリーン購入推進 

総水使用量▲１.００％ 

事務用紙使用量▲２.０％ 

紙袋発注量▲２.０％ 

廃棄物削減と 
リサイクル推進 

リサイクル推進 リサイクル率　45.0％ 

 量（単位：t） 

その他 総 合 計 

瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 

瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 

瓶･缶･ 
ペット 
ボトル 紙類 ダンボール その他 総 合 計 

食品 
廃棄物 紙類 ダンボール その他 総 合 計 

食品 
廃棄物 リサイクル率 

125.2 

22.3 

88.7 

21.5 

16.0 

10.2 

40.2 

39.4 

92.8 

18.0 

9.7 

0.2 

13.9 

18.4 

7.7 

45.6 

0.6 

13.8 

584.3

1,011.9 

36.7 

1,143.8 

218.0 

311.1 

11.7 

986.8 

369.6 

76.7 

3.0 

231.6 

107.3 

0.3 

186.0 

73.1 

698.3 

907.9 

141.8 

6,515.8

3,428.1 

723.7 

1,883.6 

986.4 

765.6 

1,148.7 

1,357.4 

1,337.2 

1,725.3 

689.7 

537.6 

343.8 

373.3 

737.7 

593.3 

1,273.7 

1,976.0 

943.8 

20,824.7

廃 棄 量 （単位：t） 

354.3 

277.3 

0.0 

275.4 

107.9 

570.2 

0.0 

0.0 

282.2 

0.0 

0.0 

18.2 

115.6 

0.0 

77.7 

0.0 

50.3 

345.8 

2,474.9

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0 

395.9  

19.5  

29.1  

173.7  

24.0  

4.8  

0.0  

108.2  

475.3  

41.5  

5.0  

15.5  

2.5  

86.7  

30.3  

69.8  

90.8  

30.0  

1,516.0 

938.8  

221.0  

396.2  

178.8  

113.9  

424.7  

173.9  

392.0  

385.6  

355.0  

144.1  

162.6  

143.9  

269.8  

197.4  

288.4  

548.0  

235.5  

5,569.5 

52.6 

3.9 

76.0 

26.3 

84.1 

28.6 

73.1 

52.8 

49.8 

28.0 

0.4 

0.4 

4.7 

27.0 

31.4 

19.0 

83.0 

6.0 

647.0

125.2 

22.3 

88.7 

21.5 

15.3 

10.2 

40.2 

39.4 

76.9 

18.0 

9.7 

0.2 

13.9 

0.0 

7.0 

45.6 

0.0 

13.8 

547.9

289.9 

22.4 

52.2 

35.1 

43.7 

4.4 

8.4 

138.0 

15.5 

2.0 

2.0 

7.4 

0.0 

0.0 

17.1 

0.0 

32.0 

1.6 

671.8

1,802.4 

289.1 

642.2 

435.4 

281.0 

472.7 

295.6 

730.4 

1,003.1 

444.5 

161.1 

186.2 

165.1 

383.5 

283.2 

422.9 

753.8 

286.9 

9,039.0

52.6% 

39.9% 

34.1% 

44.1% 

36.7% 

41.2% 

21.8% 

54.6% 

58.1% 

64.5% 

30.0% 

54.1% 

44.2% 

52.0% 

47.7% 

33.2% 

38.1% 

30.4% 

43.4%

リ サ イ ク ル 量 （単位：t） 

549.3  

143.0  

149.7  

92.7  

108.6  

98.4  

83.4  

375.3  

362.9  

244.1  

146.8  

39.5  

92.3  

149.7  

175.6  

152.6  

295.4  

170.9  

3,495.6 

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

0.7  

0.0  

0.0  

0.0  

15.9  

0.0  

0.0  

0.0  

0.0  

18.4  

0.7  

0.0  

0.6  

0.0  

36.4 

722.0  

14.3  

1,091.7  

182.9  

267.4  

7.3  

978.4  

231.5  

61.2  

1.0  

229.7  

99.9  

0.3  

186.0  

56.0  

698.3  

875.9  

140.2  

5,844.0 

1,625.6  

434.6  

1,241.4  

551.0  

484.6  

676.0  

1,061.7  

606.8  

722.2  

245.1  

376.5  

157.6  

208.2  

354.2  

310.1  

850.9  

1,222.2  

656.9  

11,785.6  

エネルギー使用量注釈 
●総エネルギー投入量は、電力使用量、ガス使用量、地域冷暖房使用量、重油使用量に基づき計算しています。●電力使用量の熱量換算については、環境省による環境報告書ガイドラインにより「エネ
ルギーの使用の合理化に関する法律施行規則」に定める熱効率9.830ＭＪ／Ｋｗｈを使用しています。●ガス使用量の熱量換算については、天然ガス13Ａについては46ＭＪ／m3を使用しています。
なお、活動量補正は行っていません。その他ガス種については、それぞれのガス供給業者が定める熱量換算に基づいています。 
●新宿店、広島店で使用するＡ重油については、地域冷暖房等使用量に熱量換算しています。熱量換算は資源エネルギー庁が定める「エネルギー源別標準発熱量平成14年2月」に基づき、39.1ＭＪ／   
　を使用しています。なお、非常用発電機等に使用するＡ重油については、常用使用ではないのでエネルギー投入量に含んでいません。●その他店舗の地域冷暖房等使用量については、冷水、蒸気、温
水等の供給を熱量換算しています。●総水使用量については、上水道使用量、中水道使用量、井水揚水量の合計使用量としています。 
廃棄物処理状況注釈 
●最終処分している廃棄物を「廃棄量」、再利用している廃棄物を「リサイクル量」として集計し、両方を合算して「廃棄物総量」としています。●各店所在の市・区によって分別収集の基準が異なる
ために、大別して共通5項目にまとめました。●「紙類」はコピー・事務用紙・新聞紙・雑誌類等を含んでいます。紙類とプラスチック類等と混合廃棄している店舗は、まとめて「その他」で集計して
います。●「食品廃棄物」は食用廃油を含みます。●「その他」は、廃プラスチックと汚泥を含み、廃棄種類が特定できない廃棄物についても「その他」としています。●星ヶ丘店､倉敷店について
は、一部に量の特定できていない廃棄物があります。 
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共存を目指す地域活動 

地域活動MAP

地域活動＆クリーンアップ活動 

三越では、地域社会との共存を目指し、様々な地域イベントへの参加や自主活動を実施しています。 

各店において、毎月特定曜日にクリーンアップ活動として、店舗周辺地域の清掃を実施し、地域主催の 

清掃活動にも積極的に参加しています。 

日本橋本店 
ハイブリッド式無料巡回バスに協賛。2004年3月18日､日本橋本店
が協賛し八重洲、京橋、日本橋地区を30分で結ぶ、無料巡回バス「メト
ロリンク日本橋」が運行を開始しました。「メトロリンク日本橋」は、ガ
ソリンエンジンと電気モーターを組み合わせたハイブリッド方式車で、
排出ガスや燃料消費を抑えると共に、「車内低騒音」「低床」も実現し
た環境と人に配慮した設計になっており、お客様にもご好評をいただ
いています。 

札幌店 
2004年5月､世界に「Merry（し
あわせ）」の輪を広げるための
「Merry Project」に参加。自分
たちの手で札幌をもっとMerry
な街にしようと様々な企業より、
50,000人ものボランティアがお
揃いのTシャツを着てゴミ拾いに
参加しました。 
 

池袋店 
商店会・警察・消防・
豊島区主催の環境
浄化パトロールに参
加。缶拾い、看板、ビ
ラ撤収、駐車違反取
り締まりを実施して
います。 

名古屋栄店 
2003年8月､名古屋市主催の
「なごや冷暖房スタイル」に
協賛。店内設定温度を１度上
げ電力使用量削減と市民の省
エネ啓発を行いました。 

倉敷店 
毎月第１日曜日、店舗周辺の
クリーンアップ作戦を実施。
マイＴシャツ＆短パン姿で周
辺の環境改善に取り組んでい
ます。 

高松店 
2003年10月～12月「レジ袋を減らそうキ
ャンペーン」を協賛､「環境にやさしい買い物推
進協議会」加盟店で共通使用できる「エコち
ゃんカード」を協議会で作成し、お買い物袋
持参のお客様にはスタンプを押印。スタンプ
20個をためて応募し抽選で賞品があたるキャ
ンペーンを店頭にて実施しました。 

福岡店 
福岡市認定のごみ減量、リサイクルに取り組んで
いる店舗「かーるマークの店」として登録。地域
の方々と共に環境保全活動に取り組んでいます。 

調達物流集約化をスタート 
2004年6月、首都圏9店舗に指定納品代行制度を導入しました。納
品代行会社や商品センター経由、お取組先からの直納等、従来幾つも
のルートにより行われていた納品を指定納品代行会社に集約化するこ
とで、納品車両を削減し、店舗周辺地域の生活環境の改善、狭いスペ
ースでの荷さばき処理による危険回避等に繋げることができました。 
2005年春より全ての商品を対象に全店に導入する計画です。 
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●具体的な写真やデータなどが豊富で、取り組み内容も詳細に書かれ
ていてわかりやすい。 
●グラフや写真を使って説明されているものが多く、具体的な数字や
現状がわかりやすくイメージしやすい。 
●情報量が多すぎる分、ピントがぼけてしまっている感がある。 
●やや内容が難解であることに加えて、アピールすべき対象がとらえ
にくいと感じた。 
●数値だけではわかりにくいので身近な例（４人家族１ヶ月分の使用
量）などで教えて欲しい。 
●ABS樹脂やケミカルリサイクルなどの言葉がECO豆知識でわかり
やすく説明されていた。 

評価できる理由 
●積極的な取り組みがされていて、環境問題に取り組もうとする姿勢を強く感じた。 
●お客様を巻き込んだ取り組みをされている。お客様と一緒に取り組む
姿勢が感じられた。 
●最も具体的な取り組みとして、三越バッグの提供には企業の環境問題
への姿勢が顧客にも感じられるという点が良い。 
●バリアフリーなどへの取り組みも大変望ましい。 
●お客様との接点において､環境活動を充実し、貢献されるということは素晴らしい。 

評価できない理由 
●エコファント商品の販売に今一歩の取り組みが欲しい。 
●取り組みができているものと､できていないものがあるから。 
●目標値等の設定がないために客観的な評価ができない。 
●結果が少ししか表われておらず、もっと取り組みのできることがあると思う。 
 

●環境に取り組む企業の姿勢がわかりました。今後とも三越独自の環
境への取り組みを継続して推進してください。 
●人にやさしい店作りには共感しました。三越の店舗すべてがすべて
のお客様に､不自由なく楽しんでいただけるようになればいいと思い
ました。 
●水を使わないトイレのアイディアは初めて知りました。 
●これからも､もっと多くの環境配慮商品を取り入れて欲しい。顧客へ
の貢献として商品を提供することも､環境への取り組みであると改め
て気づきました。 
●読者の立場が幅広く設定されているためか、わかりにくさ、もの足
りなさを感じる。 
●これだけの取り組みを､より多くの方に知ってもらうためにも､雑誌
やホームページでもっと宣伝し、もっと外にアピールした方がいい
と思う。 
●包装に関してお客様の同意のもと、簡略化を行っており、工夫され
ていると思いました。 
●今後は独自の活動をもっと考える必要があると思います。 
●百貨店だからこそできる､お客様と一緒に取り組んでいけることを新
たに企画し､取り組んでいければいいと思った。 
 

三越の取り組みについてどのように 
感じられましたか？ 

ご意見､ご感想､ご要望等が 
ございましたら､お聞かせください。 Q6Q3

関心を持った､または､印象に残った内容 Q2

本レポートの存在を 
何でお知りになりましたか？ Q5

本レポートはいかがでしたか？ Q1 どのような立場でお読みになられましたか？ Q4
「三越環境レポート 2003年」　アンケート結果 有効回答数 98件 

具体的な理由 

具体的な理由 

（複数回答可） 

（複数回答可） 

1.バリアフリーへの取り組み…… 
2.サービスの提供 ………………… 
3.環境に配慮した商品…………… 
4.社会貢献活動 …………………… 
5.省エネルギー推進 ……………… 
6.省資源推進 ……………………… 
 

62件 
46件 
37件 
37件 
35件 
31件 
 

お客様 ……………………………………… 
三越各店近隣にお住まいの方 ………… 
お取組先 …………………………………… 
学　生 ……………………………………… 
環境NGO･NPO  ………………………… 
環境の専門家 ……………………………… 
当社従業員  …………………………… 
 
 

5件 
2件 
9件 
2件 
2件 
2件 
80件 

有効回答 
98件 

有効回答 
98件 

有効回答 
98件 

普通 

わかり 
やすい 
78件 

20件 

わかりにくい 
0件 

 

評価できる 
73件 

まあまあ 
評価できる 
20件 

無回答  4件 
評価できない 1件 

当社従業員 

74件 

 

三越各店舗 
14件 

 

無回答　2件 

その他　3件 

ホームページ　2件 

読売新聞　3件 

2003年9月に発行した「三越環境レポート 2003年」に対して、98名の方から貴重なご意見・ご感想をお

寄せいただきまして、誠に有難うございました。

皆様からのご意見・ご感想を参考にさせていただき、今年度の環境レポートはより多くのお客様に対して読み

やすく、三越での環境活動をご理解いただきやすいように作成しました。アンケート結果の主な内容は以下の通

りです。

「三越環境レポート２００３年」に関する
ご意見・ご感想
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Ｑ7　次回「三越環境レポート 2005年」の送付を希望されますか？ 

　　□はい　　　　　□いいえ 

Ｑ6　ご意見・ご感想・ご要望を自由にご記入ください。 

Ｑ5　本レポートの存在を何でお知りになりましたか？ 

　　　　□ホームページ　□当社・グループ社員　□三越各店舗　□新聞・雑誌（名前　　　　　　） 

　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

Ｑ4　どのような立場でお読みになられましたか？ 

　　　　□お客様　□三越各店舗の近隣にお住まいの方　□お取組先　□企業・団体の環境担当　□環境ＮＧＯ・ＮＰＯ　 

　　　　□研究・教育機関　□学生　□行政機関　□当社・グループ社員　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

「三越環境レポート 2004年」 
にご意見・ご感想をお聞かせください。 

「三越環境レポート 2004年」をお読みいただきありがとうございました。 
今回より、三越の環境への取り組みと共に､社会性報告を新たに加えました。 
皆様からの忌憚のないご意見､ご感想をお聞かせいただき､今後の活動･レポー
トづくりの参考にさせていただきたいと考えています。 
お手数ですが、以下の質問事項にご回答のうえ､ＦＡＸ等にてお送りください
ますよう､よろしくお願い申し上げます。また､下記ホームページからアンケー
トにご記入いただくこともできます。 

Ｑ2　本レポートで関心をお持ちになった、または印象に残った内容をお選びください。（複数回答可） 

　　　　□1. 環境ビジョン　□2. トップメッセージ　□3. 商品販売を通した環境への配慮 

　　　お客様への貢献　　　　　　　　 

　　　　□4. 環境に配慮した商品提案　□5. 環境に配慮したライフスタイル提案　□6. サービス・店頭での環境配慮 

　　　　□7. 環境コミュニケーション　 

Ｑ3　三越の取り組みについて､どのように感じられましたか？ 

　　　社会性報告 

　　　　□11. 人事制度　□12. 法令遵守　□13. 品質管理　　□14. 労働安全衛生　□15. ノーマライゼーション　

　　　環境経営の推進 

　　　　□16. 環境マネジメントシステム（ISO14001）への取り組み　 

　　　　□17. 環境活動2003年度実績･2004年度目標　□18. 共存を目指す地域活動　  

　　　　□19.「三越環境レポート2003年」に関するご意見・ご感想   □20. 環境への取り組み年表   

　　　環境影響の改善　　 

　　　　□8. 省エネルギー推進　□9. 省資源推進　□10. 廃棄物削減とリサイクル推進 

Ｑ1　本レポートはいかがでしたか？ 

お 名 前  

ご 住 所  〒  

 
電 話 番 号  

 
e-mailアドレス 
 
 
 
 

ご職業 

 

 

性　別　　□男性　　□女性　　　　　　 

年　齢　　　　 　歳 

 

FAX：03－3270－8684

ご協力ありがとうございました。お差し支えなければ下記にもご記入ください。＊Ｑ7で「はい」とお答えになった方は､必ずご記入ください。 

具体的な理由 

http://www.mitsukoshi.co.jp/corp_info/profile/eco.html 

□わかりやすい □普通 □わかりにくい 

□評価できる □まあまあ評価できる □評価できない 

三越ホームページ 

●京浜店で中元期より進物品の簡易包装開始 
●三越特選粉石けん販売（エコマーク取得） 

●本店で廃棄物の分別回収の本格実施 
 

●エコロジーマニュアルを全社員に配布 
●ショッパーの種類削減 

●本店 ハンガーの再資源化を開始 
 

●包装紙の再生品（古紙含有率20％）への全面切り替え 
●紙袋の省資源提案として三越ストライプバッグ発売 

●本店 洋服カバーのリサイクル化を開始 
 

●簡易包装用のグリーンテープの導入 
●大丸との共同配送開始 

 
●ＣＲＳ容器をおせち用箱に採用 

●伝票の集約・統合化 
 

●再生ポリエステル（25％）使用のシャツを販売 
●本店 ガスコージェネレーションシステム導入 

 
●三越環境レポート創刊 

●包装紙にエコマークと再生紙配合率を表示 
●焼海苔容器を金属缶から再生紙使用缶へ切り替え 

●都内4店・恵比寿店にペットボトル店頭回収ボックス設置 
●百貨店共通ハンガー納品を本格稼動 

 
●「平成9年　三越環境レポート」が環境庁アクションプラン大賞 特別賞 受賞 

●グリーン購入ネットワーク加入 
●全店で歳暮期より短冊のしを導入 

●本店・銀座・池袋・横浜店で魚のあら分別開始 
 

●三越エコスタンダード・包装編～15原則～策定 
●三越バッグ販売と三越マイバッグキャンペーンスタート 

 
●　島屋との用度品共同購買開始 

●配送用小袋の導入 
 

●　島屋と食品廃棄物計量器共同購入 
 

●日本橋三越ISO14001認証取得に向けた取り組みをスタート 
●包装紙の印刷に大豆油インキを使用 
●ＩＩＰ伝票（ご進物品お申込書） 

バッジ票（ご依頼主整理カード）の削減への取り組みを開始 
●「　島屋・三越共同グリーン購入基準」を策定 

 
●日本橋三越　内部環境監査実施 

●三越全店に食品廃棄物計量器導入　計量開始 
●「三越環境配慮商品基準」の策定 

 
 
 

1991年 
　　　　　  
　　　　　 
 
1992年 
                
　　　　　 
 
1993年 
　　　　　 
　　　　　  
 
1994年 
　　　　    
 
1995年 
　　　　　 
 
1996年 
 
　　　　　      
1997年 
　　　　　  
 
 
 
 
1998年 
 
 
 
 
1999年 
 
 
2000年 
 
 
2001年 
 
2002年 
 
 
 
 
 
 
2003年 
 
 
 
 

●新宿店ＥＳＣＯ取り組み開始 
●日本橋三越　環境保全社内教宣ポスター、シールを掲出 
 
●ISO14001登録審査（1stStage審査） 
 
●包装紙の「エコマーク」認定を自社取得 
●中元ギフトカタログに大豆油インキ使用 
●日本橋三越ISO14001認証取得 
●日本橋本店・三越環境サービス日本橋営業所が「日本 
　コージェネレーションセンター会長賞」受賞 
 
●全店･事業部でISO14001認証取得に向けた取り組みをスタート 
●中元ギフトセンターにてエコファント商品展開 
●環境月間キャンペーン展開 
●環境CIポスター「やさしいって、いいね」掲出 
●三越バッグ＜ミディアムサイズ＞ミルクティを新発売 
 
●全店･事業部でISO活動2003年度下期の取り組み開始 
●全店･事業部で新会計システム「MAcS」を導入 
●三越バッグ「コンパクト収納タイプ」を新発売 
●三越環境レポート2003年発刊（創刊７号） 
 
●内閣府「環境にやさしい買い物キャンペーン」を展開 
● ISO14001内部環境監査員教育の実施 
 
●三越マイバッグキャンペーンの交換品に 
　「ビニール袋ストッカー」を導入 
 
●全店･事業部で ISO14001内部環境監査を実施 
●三越バッグ新ポスターを掲出 
 
●名古屋栄店、銀座店で ISO14001予備審査を実施 
●三越バッグ新ＰＯＰを掲出 
 
●各店＜素敵生活＞ショップにて環境配慮商品コーナー展開開始 
●東レ・三越「やさしいフェア」を全店で開催 
●日本橋本店「ＥＣＯＭＡＣＯ×ｇｅｎｔｅｎフェア」を開催 
●「メトロリンク日本橋」無料巡回バス運行開始 
 
●全店･事業部でISO14001拡大審査実施 
●全店･事業部でISO14001認証取得 
 
●首都圏9店舗で調達物流集約化を開始 
●環境CIポスター「くるくるくる リサイクル」掲出 
●ISO14001認証取得告知をショッパーでPR 
●環境月間キャンペーン展開 
●三越バッグ＜ミディアムサイズ＞ライトグリーンを新発売 
●全店･事業部（一部店舗を除く）で環境省主催「CO2削減・百万人 
　の環キャンペーン」に参加 
 

2003年3月 
　　　　　　 　 
 
2003年4月 
 
2003年5月 
　　　　　　　 
　　　　　　　 
　　　　　　　 
　　　　　　　 
　　　　　　　 
2003年6月 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
 
2003年9月　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　　 
　　　　　　　 
 
2003年10月　 
　　　　　　　　  
 
2003年12月　  
 
 
2004年1月　　 
　　　　　　　　 
 
2004年2月　　 
　　　　　　　　  
　　　　　　　　  
2004年3月　 
　　　　　　　　  
　　　　　　　　  
　　　　　　　　 
 
2004年5月　　 
　　　　　　　　  
 
2004年6月　　 

2003年トピックス 
 

三越の環境取り組みダイジェスト 
 

三越グループ 
■本支店 
● 日本橋本店　 
　〒103-8001　東京都中央区日本橋室町1-4-1 
　電話番号　(03)3241-3311(代表) 
● 新宿店 
　〒160-8455　東京都新宿区新宿3-29-1 
　電話番号　(03)3354-1111(代表) 
● 銀座店 
　〒104-8212　東京都中央区銀座4-6-16 
　電話番号　(03)3562-1111(代表) 
● 池袋店 
　〒170-8439　東京都豊島区東池袋1-5-7 
　電話番号　(03)3987-1111(代表) 
● 横浜店 
　〒220-8622　横浜市西区北幸1-2-7 
　電話番号　(045)312-1111(代表) 
● 千葉店 
　〒260-8631　千葉市中央区富士見2-6-1 
　電話番号　(043)224-3131(代表) 
● 仙台店 
　〒980-8543　仙台市青葉区一番町4-8-15 
　電話番号　(022)225-7111(代表) 
● 札幌店 
　〒060-8666　札幌市中央区南１条西3-8 
　電話番号　(011)271-3311(代表) 
 
 

 
● 名古屋栄店 
　〒460-8669　名古屋市中区栄3-5-1 
　電話番号　(052)252-1111(代表) 
● 名古屋星ヶ丘店 
　〒464-8661　名古屋市千種区星が丘元町14-14 
　電話番号　(052)783-1111(代表) 
● 新潟店 
　〒951-8530　新潟市西堀通五番町866 
　電話番号　(025)227-1111(代表) 
● 大阪店 
　〒541-8565　大阪市中央区高麗橋1-7-5 
　電話番号　(06)6203-1331(代表) 
● 倉敷店 
　〒710-8510　倉敷市阿知1-7-1-119 
　電話番号　(086)426-1234(代表) 
● 広島店 
　〒730-8545　広島市中区胡町5-1 
　電話番号　(082)242-3111(代表) 
● 高松店 
　〒760-8639　高松市内町7-1 
　電話番号　(087)851-5151(代表) 
● 松山店 
　〒790-8532　松山市一番町3-1-1 
　電話番号　(089)945-3111(代表) 
 
 

 
● 福岡店 
　〒810-8544　福岡市中央区天神2-1-1 
　電話番号　(092)724-3111(代表) 
● 鹿児島店 
　〒892-0826　鹿児島市呉服町6-5 
　電話番号 （099）225-2111（代表） 
 
■事業部 
●専門館事業部 
　（恵比寿店、新宿アルタ館、サンシャインシティアル 
　  タ館、多摩センター店、吉祥寺店、札幌アルタ館） 

●通信販売事業本部 

●法人外商本部 
 
■国内主要関連会社 
●（食品･レストラン事業）株式会社 二幸 他 
●（衣料品事業） 三越縫製株式会社 他 
●（不動産事業） 株式会社 三越不動産　 
●（卸売事業） レオドール商事株式会社　他 
●（物流･建物管理事業） 株式会社 三越環境サービス 
 株式会社 三越物流　他 
●（金融･情報･サービス） 株式会社 三越情報サービス　他 
 
 

環境への取り組み年表 

キ
リ
ト
リ
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お問い合わせ先 
本レポートの内容や弊社の環境活動について､ご質問
やご意見などがございましたら下記までお問い合わ
せください。 

株式会社　三 越 
業務部 環境･品質管理担当 
〒103-8001 東京都中央区日本橋室町1- 4 -1
TEL:03-3274-8063　　FAX:03-3270-8684
E-mail：info@mitsukoshi.co.jp

http://www.mitsukoshi.co.jp/

エコファント 

環境に配慮したVOCs（揮発性 
有機化合物）成分を一切含まな 
い、「VOCsゼロ対応インキ」を 
使用しています。 


